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犬の登録・注射日程表

き
り
と
り
線
－

月日 地　区 会　　　場 時　　間

4
月
21
日
㈹

川　治 川　治　公　民　館 10：30～11：30

十日町 十日町保健所
13：30～15：36

中　条
中　条　公　民　館 10：30～11：10

克雪管理センター 11：30～12：00

下　条
下　条　公　民　館 13：30～14：10

漉野生活改善センター 14：40～15：00

4
月
2
2
日
困

中　条 東　　小　　学　　校 10：30～11：30

十日町 ＋日町市民体育館 13130～15：00

水　沢

馬　場　飼　育　所 10：30～10：50

水　沢　出　張　所 1玉：OO～12：00

野　中　小　学　校 13：30～13：50

十日町 赤　　倉　分　　校 14二40～15：00

4
月
2
3
日
困

吉　田

吉　田　集　会　所 10：00～10：10

就業改善センター 10：20～10：50

真　田　小　学　校 11：00～11：10

名ヵ山小学校 11：30～11＝40

川　治 八　箇　小　学　校 13130～14：00

六　箇 六　箇　公　民　館 14：30～15：00

き
り
と
り
線
－

下
水
道
排
水
設
備
業
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
定
に
つ
い
て

　
下
水
道
建
設
工
事
は
、
昭
和
五
十

八
年
度
一
部
供
用
開
始
を
目
途
に
着

々
と
進
行
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に

あ
わ
せ
て
、
各
家
庭
か
ら
の
汚
水
を

公
共
下
水
道
管
渠
に
接
続
す
る
業
務

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
接
続
工
事
は
、
下
水
道
条
例

に
よ
り
市
長
が
指
定
し
た
工
事
業
者

で
な
い
と
工
事
を
施
行
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
指
定
工
事
業

者
は
、
資
格
登
録
を
受
け
た
責
任
技

術
者
一
人
及
び
主
任
配
管
士
二
人
以

上
を
有
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
責
任
技
術
者
等

の
資
格
登
録
を
受
け
る
た
め
の
資
格

試
験
を
実
施
（
六
月
中
旬
を
予
定
）

一除雪費補助について

　町内委託市道で除雪をし、空地などに出した雪

を除雪しなければならないところについて、市で

は補助金を出します。（ただし今年かぎりです。）申

請方法や詳細などについては市役所建設課維持管

理係（B7－3111番内線251）へ。
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い
た
し
ま
す
。
な
お
こ
の
試
験
要
綱

等
に
つ
い
て
は
次
号
「
お
知
ら
せ
版
」

に
掲
載
し
ま
す
。

　　　献血車日程
（会場が変更になりましたのでご注意ください）

　と　き　4月15日（水）

　　　　　〈午前10時～午後3時〉

　ところ　関芳織物㈱

　と’き　4月16日（木）

　　　　　く午前10時～午後3時〉

　ところ　十日町市役所

．明日といわず今献血しましょう一

　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
　
千
円
▼

島
田
雅
範
（
北
鐙
坂
）
　
二
万
円
－
・

香
典
返
し
　
▼
村
山
一
男
（
為
永
）

五
万
円婦
暴
㎜
鞭
鐵
撮
滋
ス

　
　
傭
鍵
鍵
雛
灘
驚
樂
中

　
婦
人
（
独
身
の
か
た
も
）
の
硬
式

テ
ニ
ス
会
員
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集

し
て
い
ま
す
。
i
初
心
者
も
歓
迎
ー

●
練
習
日
　
毎
週
水
・
金
曜
日
の
午

前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

●
会
場
　
市
民
体
育
館

●
申
し
込
み
　
四
月
末
日
ま
で
に

ホ
ワ
イ
ト
ア
ロ
ー
ク
ラ
ブ
（
代
表
柳

信
子
さ
ん
…
盈
七
i
九
三
二
八
番
）

に
申
し
込
む
か
、
ま
た
は
練
習
日
に

直
接
体
育
館
に
お
い
で
く
だ
さ
い
．

ふるさとの旬の料理①潮
．ふきのとう味噌．　　一謬

材料　　　　　　　　　　調理法
ふきのとう（ゆでて　　①ふきのとうは・よく洗って
しぼったもの）2009　　　　やわらかくゆで水にさらす。

白胡麻……………309　②白胡麻塗とろ火で妙ってす
味　噌……………609　　　　り鉢で油の出るまですり、酒、

砂　糖……………大2　　　　味噌、砂糖を加えて更にすっ
酒……・…・……大1㌔　　　　ておく・

　　　　　　　　　　　③①の水を切り、よくしぽっ
　　　　　　　　　　　てみじん切にして②に加えて
　　　　　　　　　　　更によくすりまぜる。

　●ふきのとうの金平●

材料一　　　　　 調理法
ふきのとう………20箇　①ふきのとうは洗って水を切
醤　油……………大3　　　　っておく。
味酎…………大1㌔　②お湯をわかし其の中でふき
油…・……………・・大2　　　のとうをさっとゆで、水に晒

　　　　　　　　　　　　らしておく。
　　　　　　　　　　　③②をかたくしぼり、こまか
　　　　　　　　　　　　くきざむ。
　　　　　　　　　　　④鍋に油を熱しふきのとうを
　　　　　　　　　　　　いため調味料を入れ、汁けが

　　　　　　　　　　　無くなるまでいためる。

ポイント
1．ふきのとうは、たっぷりの熱湯の中に入れたら、すぐ上下

　をよくかき廻さないと、お湯から顔を出したところから、

　酸化して、茶色に変色しますので、注意してください。
2．保存する場合、塩漬より、ゆでて冷凍するほうが、色も香

　りもよい。
3．天ぶらにする場合は、生のままうすい衣をっけて揚げると、
　みた目も美しく、苦味も殆んど感じない。　　（いろり会）

停
電
綴
お
繍
鶏
鞍

▼
四
月
十
七
日
囲
　
午
前
九
時
～
正

午
ま
で
　
西
寺
町
、
七
軒
町
、
関
口

樋
口
町
、
加
賀
糸
屋
町
の
各
一
部

▼
四
月
二
十
三
日
困
　
午
前
零
時
半
～

午
後
四
時
半
ま
で
　
高
島
第
一
．
第

二
の
各
一
部
、
北
鐙
坂
第
三
、
南
鐙

坂
　
▼
四
月
二
十
八
日
図
　
午
前
九

時
～
午
後
一
時
ま
で
　
山
本
町
一
丁

目
・
山
本
町
三
丁
目
、
山
本
町
四
丁

目
、
河
内
町
、
千
歳
町
一
丁
目
の
各

一
部
、
山
本
町
二
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
、
・

事
毒
2
　
齢

O
妻
有
の
里
の
山
々
の
緑
が
、
一
斉

に
萌
え
出
す
素
晴
ら
し
い
季
節
に
、

コ
モ
市
の
公
式
親
善
使
節
団
を
初
め

て
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
成
人
式
、
き
も
の
ま
っ
り
、
求
評

会
に
あ
わ
せ
て
お
招
き
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
文
化
や
若
者
の
交
流
を
は
か
り

姉
妹
都
市
の
実
を
あ
げ
よ
う
と
準
備

が
進
ん
で
い
ま
す
。
十
日
町
の
良
さ

日
本
の
良
さ
を
十
分
堪
能
し
て
も
ら

え
る
歓
迎
行
事
が
望
ま
れ
ま
す
．

49，564人（男24，199人・女25，365人）※基本台帳人口50，118人（3月1日現在）
12，069／推計人ロ■市勢／世帯数

紹和56年5月10日発行

翻拶
　　　／10

　　　　May

　　口295号□編集発行／十日町市役所（電話㈹7－3111）毎月10日／昭和32年6月5日第3種郵便物認可（1部6円）



蟄
偽

働とお』厚ま3’第3種郵便物認可）昭和56年5月10日

　
　
　
　
　
包麗

響
撰

　
　
　
　
ラ
　
　
ヤ

．
の
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、
縷
響
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ン
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．
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塗
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館道武
　
西
本
町
の
博
物
館
脇
に
、
武
道
関

係
者
の
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
武
道

館
が
オ
ー
プ
ン
し
、
五
月
六
日
か
ら

一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
武
道
館
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ニ
階
建
、
一
、
二
九
六
㎡
で
、

　
相
撲
、
空
手
、
柔
道
、
剣
道
の
四
道

　
場
と
会
議
室
、
更
衣
室
、
シ
ャ
ワ
ー

　
室
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。
日
本
古

　
来
の
四
武
道
の
道
場
を
も
つ
武
道
館

　
は
、
県
下
で
も
初
め
て
で
あ
り
、
と

　
り
わ
け
、
公
立
の
空
手
道
場
は
、
全

　
国
で
も
ま
れ
な
施
設
で
す
。

　
　
武
道
館
の
竣
工
の
喜
び
を
、
関
口

　
文
二
郎
剣
道
協
会
長
は
「
十
四
年
前

　
に
、
今
は
亡
き
杉
本
三
郎
柔
道
協
会

場
長
、
根
津
真
一
剣
友
会
理
事
長
な
ど

道
と
建
設
の
陳
情
を
し
た
。
そ
の
後
、

手
市
民
に
も
P
R
す
る
た
め
、
雪
ま
つ

空
り
に
ラ
ー
メ
ン
や
甘
酒
の
売
店
を
出

　
し
て
資
金
に
し
た
り
、
様
々
の
人
々

　
の
協
力
を
得
て
、
よ
う
や
く
長
年
の

　
夢
が
実
現
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ

　
の
施
設
を
生
か
し
て
、
青
少
年
の
健

全
育
成
の
た
め
、
立
派
な
器
の
中
で

立
派
な
人
問
を
つ
く
る
活
動
を
し
た

い
」
と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
武
道
館
は
、
月
・
水
・
金
の
午
後

一
時
半
～
九
時
半
ま
で
開
館
さ
れ
て

お
り
、
必
要
に
応
じ
て
、
木
・
土
・

目
に
も
開
館
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
（
火
曜
日
は
休
館
）
。
武
道
館
の

問
い
合
せ
は
3
二
ー
四
九
三
七
番
へ
。
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荘艮左羽
　
昨
年
の
七
月
に
着
工
し
た
、
十
日

町
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
羽
根
川

荘
」
が
、
こ
の
ほ
ど
田
麦
地
内
に
完

成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
羽
根
川
荘
は
、
二
つ
の
温
泉

浴
室
を
は
じ
め
、
機
能
回
復
訓
練
室
、

工
作
室
、
図
書
室
、
生
活
相
談
室
、

　
教
養
娯
楽
室
、
調
理
実
習
室
、
健

鷲

康
相
談
室
な
ど
を
備
え
た
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
i
卜
二
階
建
、
総
床
面
積
は

八
百
八
十
八
・
一
四
平
方
材
の
近
代

的
な
建
物
で
、
総
工
費
約
一
億
六
千

万
円
で
す
。

　
五
月
二
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
、

諸
里
市
長
は
「
現
在
、
市
民
の
約
一

割
の
人
が
六
＋
五
歳
以
上
と
い
う
な

か
で
、
老
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
施

策
を
優
先
し
て
い
ま
す
。
こ
の
六
箇

地
区
に
完
成
し
た
羽
根
川
荘
は
、
良

い
湯
の
温
泉
を
も
つ
と
い
う
特
性
を

十
分
に
活
用
し
な
が
ら
、
い
こ
い
の

場
、
そ
し
て
、
六
箇
地
区
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
の
中
核
と
し
て
“
魂
”

が
入
る
べ
く
効
果
的
に
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
」
と
の
べ
、
そ
れ
に

答
え
て
六
箇
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
長
の
福
崎
正
平
さ
ん
は
、
　
「
素

晴
ら
し
い
施

設
が
で
き
、

こ
れ
か
ら
は

実
の
あ
る
コ

、
、
、
ユ
ニ
テ
ィ

を
地
元
の
人
み
ん
な
が
盛
り
あ
げ
て

ゆ
き
な
が
ら
、
市
民
、
特
に
老
人
が

一
日
を
ゆ
っ
く
り
さ
れ
る
施
設
と
し

て
発
展
さ
せ
て
ゆ
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
十
，
　
●
　
†
『
　
●
　
十
ー
　
●
　
十
ー
　
o
　
尋
ー
　
●
　
十
ー
　
●

　
羽
根
川
荘
の
利
用
料
金
は
、
市
内

の
老
人
は
一
人
百
円
（
団
体
は
一
人

八
十
円
）
．
利
用
時
間
は
、
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
な

っ
て
お
り
、
毎
週
月
曜
日
と
祝
祭
日

の
翌
日
は
休
館
で
す
。
利
用
の
申
し

込
み
は
、
8
二
－
五
四
三
四
番
へ
お

願
い
し
ま
す
。

賓
屍
と
藷
る
β

場撲
相
鉢
の
生
活
環
境
の
整
備
を

鉢
真
生
会

　
鉢
を
住
み
良
く
す
る
た
め
に
、
部

落
内
の
駐
車
場
確
保
、
道
路
改
良
と

無
雪
化
、
外
灯
の
設
置
、
簡
易
水
道

　
　
　
ゆ

の
布
設
、
真
田
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
照

明
、
自
動
車
文
庫
の
停
車
ヵ
所
の
増

設
な
ど
を
。

l
I
真
田
地
区
に
つ
い
て
は
、
魅
力

あ
る
郷
土
モ
デ
ル
事
業
の
導
入
な
ど

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
道
路

改
良
は
、
鉢
の
地
形
上
の
問
題
も
あ

り
抜
本
的
な
解
決
を
は
か
る
に
は
大

き
な
難
問
が
あ
る
。
簡
易
水
道
に
つ

い
て
は
、
今
年
水
源
調
査
を
し
実
施

し
た
い
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
照
明
は
、

　
　
　
　
　
　
0

校
舎
の
改
築
時
に
あ
わ
せ
て
考
え
る
。

駐
車
場
の
確
保
、
外
灯
の
設
置
な
ど

は
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
合
意
と
協
力

を
得
た
い
。
今
後
も
、
村
を
良
く
す

る
た
め
、
若
い
皆
さ
ん
の
力
を
生
か

し
て
欲
し
い
。

八
組
三
十
八
人
参
加

冬
期
間
の
道
路
確
保
と

　
　
　
早
期
道
路
改
良
を

願
入
水
落
巻
治
さ
ん
ほ
か

　
今
冬
の
異
常
豪
雪
の
中
で
、
雪
崩

の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
中
学
生
、

高
校
生
、
通
勤
者
、
郵
便
屋
さ
ん
な

ど
が
毎
日
通
っ
て
い
た
。
願
入
－
平

間
の
道
路
の
早
期
改
良
と
、
当
面
は
、

ブ
ル
の
圧
雪
回
数
を
増
や
す
こ
と
と
、

雪
上
車
の
更
新
を
。

ー
ー
願
入
－
平
間
は
、
辺
地
道
路
の

改
良
で
や
っ
て
い
る
。
将
来
は
、
県

単
の
導
入
も
考
え
た
い
。
当
面
の
ご

要
望
の
圧
雪
車
に
つ
い
て
は
、
意
に

添
え
る
よ
う
に
や
り
た
い
。

…

　
白
い
に
ご
り
水
に
つ
い
て
ー
水
道
局
－

　
四
月
中
頃
か
ら
市
内
の
各
所
で
「
ジ
ャ
ロ
か
ら
白
い
水
が
で
る
」
と
の

苦
情
が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
道
局
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
原
因
は
本
管

の
中
に
で
き
た
空
気
の
固
ま
り
が
大
き
く
な
る
と
水
圧
と
の
関
係
で
空
気

が
小
さ
な
気
泡
に
な
っ
て
水
の
中
に
溶
け
こ
み
、
皆
さ
ん
が
ジ
ャ
ロ
を
ひ

ら
く
と
水
圧
が
下
が
り
、
水
の
中
に
溶
け
こ
ん
だ
小
さ
な
気
泡
が
大
き
く

な
っ
て
白
い
気
泡
と
な
る
た
め
で
、
衛
生
上
の
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
コ
ッ
プ
に
く
ん
で
し
ば
ら
く
す
る
と
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。
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安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
を

ー
農
地
利
用
増
進
法
施
行
1

　
昨
年
の
九
月
か
ら
農
用
地
利
用
増

進
法
が
施
行
に
な
り
、
農
地
の
流
動

化
を
促
進
す
る
新
し
い
農
地
制
度
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
農
地
法
下
で
は
、
耕
作
権

が
強
く
保
護
さ
れ
て
い
る
た
め
、
農

地
を
貸
し
た
ら
な
か
な
か
返
し
て
も

ら
え
な
い
と
い
う
不
安
が
強
く
、
農

地
の
流
動
化
が
起
き
に
く
く
、
農
業

従
事
者
の
老
齢
化
や
後
継
者
不
足
な

ど
も
あ
っ
て
、
農
地
を
有
効
利
用
し

て
い
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ヤ
ミ
小
作
や
荒
し
作
り
、
耕
作
放
棄

も
各
地
で
見
ら
れ
ま
す
。
一
方
経
営

規
模
の
拡
大
を
望
ん
で
い
る
農
家
も

多
く
、
こ
れ
ら
の
農
家
に
、
農
地
法

の
規
制
を
受
け
な
い
で
、
農
地
の
集

積
を
促
進
す
る
法
律
が
必
要
と
な
り
、

農
用
地
利
用
増
進
法
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
法
の
目
的
は

　
農
用
地
利
用
増
進
法
の
目
的
は
、

一
、
高
い
生
産
性
と
農
業
所
得
を
実

現
さ
せ
る
農
業
経
営
を
育
成
し
、
定

着
さ
せ
、
地
域
農
業
を
発
展
さ
せ
る

こ
と
と
、
二
、
農
業
生
産
に
必
要
な

土
地
を
確
保
し
、
効
率
的
な
利
用
を

促
進
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
法
の
特
徴
は

　
こ
の
法
の
特
徴
は
、
一
、
農
地
の

貸
借
り
は
、
そ
の
期
間
が
満
了
す
る

と
自
動
的
に
終
了
し
、
貸
し
た
ら
返

し
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
不
安
は
全

く
な
い
こ
と
。
二
、
売
買
、
貸
借
り

に
つ
い
て
は
農
地
法
の
許
可
は
い
ら

な
い
。
三
、
小
作
地
の
所
有
制
限
が

な
い
。
四
、
離
作
補
償
料
の
必
要
が

な
い
。
五
、
売
買
に
つ
い
て
嘱
託
登

記
（
申
請
者
に
代
っ
て
市
が
登
記
す

る
）
の
道
が
開
か
れ
て
い
る
。
六
、

　
　
　
　
山
菜
取
り
に
節
度
を

　
山
菜
取
り
の
季
節
が
来
ま
し
た
が
、
例
年
こ
の
季
節
に
な

り
ま
す
と
、
市
内
は
勿
論
近
隣
町
村
の
山
村
住
民
か
ら
「
心

な
い
山
荒
し
」
の
被
害
を
訴
え
る
声
が
強
く
よ
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
地
域
の
慣
行
に
随
い
管
理
所
有
者
の
意
に
添
わ

な
い
「
心
な
い
山
荒
し
」
と
見
ら
れ
る
行
為
は
十
分
注
意
を

す
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

三
年
以
上
貸
し
た
場
合
、
流
動
化
奨

励
金
が
貸
し
た
か
た
に
支
給
さ
れ
る

（
市
街
地
周
辺
の
用
途
区
域
は
除
外
）

　
三
～
六
年
未
満
、
十
a
当
た
り
一
万
、

六
年
以
上
、
十
a
当
た
り
二
万
円

こ
の
法
の
運
用
は

　
こ
の
法
は
、
市
が
定
め
た
実
施
方

針
に
基
づ
い
て
、
市
と
農
地
流
動
化

推
進
員
が
、
農
地
の
貸
し
手
、
借
り

手
を
掘
り
起
し
、
権
利
者
の
同
意
を

得
て
、
農
業
委
員
会
に
か
伊
、
農
用

地
利
用
増
進
計
画
を
作
成
し
て
、
こ

れ
を
公
告
す
れ
ば
権
利
設
定
の
効
果

が
生
ま
れ
ま
す
。
農
用
地
利
用
増
進

計
画
の
内
容
は
、
一
、
借
り
手
の
住

所
、
氏
名
、
二
、
農
地
の
所
在
地
、
三
、

貸
し
手
の
住
所
、
氏
名
、
四
、
利
用
権

の
種
類
（
賃
借
権
ま
た
は
使
用
貸
借
）

五
、
農
地
の
貸
し
借
り
の
条
件
（
期

間
、
賃
借
、
及
び
そ
の
支
払
い
方
法
）

な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
農

地
流
動
化
推
進
員
が
お
か
れ
て
い
ま

す
の
で
、
農
地
の
貸
し
借
り
や
売
買

は
、
こ
の
推
進
委
員
の
皆
さ
ん
が
市

農
業
委
員
会
（
8
七
－
三
二
一
番

内
線
二
六
一
）
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

農
地
流
動
化
推
進
員

地
区
　
南
雲
竜
治
（
中
村
）
、
林
福
市

（
塩
之
又
）
　
中
条
地
区
　
庭
野
喜
一

（
新
座
）
、
山
田
正
吉
（
四
日
町
）
、
大

熊
徳
太
郎
（
尾
崎
）
、
中
林
秀
一
郎

（
中
町
）
、
小
林
竜
松
（
島
）
、
小

泉
富
治
郎
（
市
之
沢
）
、
藤
木
元
一

（
轟
木
）
、
橋
本
貞
一
（
新
水
）
、

庭
野
儀
市
郎
（
小
貫
）
　
下
条
地
区

　
　
ぺ

生
越
武
好
（
上
新
田
）
、
小
林
良
章

（
原
）
、
上
村
完
治
（
岩
野
）
、
村

山
幸
夫
（
為
永
）
、
井
川
勇
（
貝
ノ

川
）
、
樋
口
策
衛
（
塩
野
）
、
水
落

之
夫
（
漉
野
）
、
吉
田
地
区
　
小
山

哲
夫
（
北
鐙
坂
）
、
丸
山
滋
（
南
鐙

坂
）
、
柳
重
太
郎
（
高
島
）
、
尾
身

保
（
鉢
）
、
尾
身
正
徳
（
中
平
）
、

入
田
富
治
（
稲
葉
）
、
佐
藤
誠
文
小

泉
）
、
水
沢
地
区
　
太
田
久
男
（
珠

川
）
、
富
井
雄
二
（
馬
場
）
、
上
村

市
三
（
太
田
島
）
、
上
村
国
平
（
土

市
）
、
村
山
学
（
伊
達
）
、
宮
沢
孝

（
小
黒
沢
）
、
岩
田
長
蔵
（
天
池
）

村
山
幸
史
（
野
中
）
、
鈴
木
武
（
大

石
）
、
保
坂
兼
弘
（
姿
）

（3）

市
営
住
宅

　
入
居
者
募
集

　
市
で
は
、
市
営
住
宅
を
七
団
地
二

百
八
十
一
戸
（
県
営
二
団
地
八
十
四

戸
）
の
公
営
住
宅
を
設
け
て
い
ま
す

が
、
六
月
一
日
か
ら
八
幡
田
市
営
住

宅
の
建
替
入
居
に
よ
り
六
団
地
十
七

戸
の
空
家
が
で
ま
す
。
入
居
希
望
の

か
た
は
、
五
月
十
一
日
～
五
月
二
十

日
の
間
に
、
建
設
課
建
築
住
宅
係
ま

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
み
用

紙
は
建
設
課
に
あ
り
ま
す
。

難華
雛艶！ζ毒諜

慰潅
齢寒
1鯉菱
1議羅

十
日
町
地
区
　
庭
野
重
信
（
西
寺
町
）

根
津
新
作
（
上
川
町
）
、
村
山
隆
太

郎
（
西
浦
東
）
、
庭
野
甚
兵
衛
（
島
）

小
林
賢
祐
、
（
津
池
）
　
川
治
地
区

遠
田
金
市
（
川
治
下
町
）
、
岡
村
健

治
（
北
新
田
）
、
服
部
正
義
（
笹
之

沢
）
、
斉
木
実
（
落
之
水
）
　
六
箇

　
地
球
上
の
物
質
の
中
で
、
わ
ず
力

一
、
二
を
除
い
て
、
総
て
の
物
質
が

固
形
化
す
る
と
、
容
積
が
減
り
、
重

量
（
単
位
重
量
）
が
増
し
、
溶
解
す

る
と
、
容
積
が
増
し
、
重
量
が
減
少

し
ま
す
。
固
体
は
液
体
よ
り
重
量
が

多
い
の
で
す
。
し
か
し
、
水
は
、
凝

結
す
る
時
に
膨
張
し
、
重
量
は
少
く

な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
寒
い
朝
、
水

道
管
の
凍
結
破
損
に
よ
る
断
水
等
の

に
が
い
経
験
を
お
持
の
か
た
も
少
な

く
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
∀
凍
結
し

た
水
が
膨
張
し
な
い
な
ら
、
液
状
の

水
に
浮
く
事
が
な
く
、
冬
に
な
る
た

び
に
、
河
や
、
湖
や
、
海
の
底
に
氷

が
増
加
し
、
世
界
は
氷
に
と
ざ
さ
れ

て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

　
水
は
、
熱
に
つ
い
て
も
、
木
思
議

な
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
一
〇
〇

度
に
達
す
る
ま
で
は
沸
騰
せ
ず
、
熱

を
吸
収
し
つ
づ
け
、
蒸
発
に
は
多
く

の
熱
を
必
要
亡
す
る
性
質
を
持
っ
て

い
ま
す
。
夏
に
海
洋
は
熱
を
貯
え
、

そ
の
熱
で
冬
に
大
気
を
暖
め
、
潮
流

と
な
っ
て
、
地
球
の
気
候
を
平
均
化

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
又
、
同
じ

緯
度
に
あ
っ
て
、
同
じ
太
陽
の
光
を

受
け
て
居
る
地
球
上
の
二
つ
の
地
点

で
、
海
に
囲
ま
れ
た
所
の
気
候
が
温

暖
で
、
海
か
ら
遠
く
離
れ
た
、
サ
バ

ク
が
灼
熱
の
地
帯
に
な
る
事
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
水
は
、
普
通
の
液
体
の
中
で
、
表

面
張
力
が
最
も
大
き
い
の
で
す
。

　
表
面
張
力
は
水
が
、
水
自
身
や
他

の
物
質
に
粘
着
す
る
能
力
で
あ
り
、

こ
れ
は
地
下
水
を
形
成
さ
せ
る
原
理

で
も
あ
り
、
植
物
の
生
成
に
欠
か
す

事
の
出
来
な
い
大
切
な
性
質
で
す
。

　
又
、
液
体
の
中
で
、
他
の
物
質
を

溶
解
す
る
能
力
の
最
も
大
き
い
の
も

水
で
す
。
有
機
老
廃
物
を
溶
解
さ
せ

分
解
さ
せ
る
水
の
能
力
は
私
逮
の
家

庭
浄
化
槽
や
下
水
処
理
場
等
の
汚
水

を
処
理
す
る
為
の
基
礎
と
し
て
あ
ら

ゆ
る
場
所
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
水
は
、
そ
れ
に
含
ま
れ
る
総
て
の

物
質
に
よ
っ
て
化
学
的
に
変
化
を
受

け
る
事
な
く
、
水
が
蒸
発
す
る
時
に

そ
の
不
純
物
の
ほ
と
ん
ど
を
分
離
し

て
し
ま
い
ま
す
。
も
し
、
水
の
溶
解

す
る
力
や
、
自
分
自
身
を
清
浄
に
す

る
能
力
が
な
か
っ
た
ら
、
地
球
上
の

生
命
は
死
滅
し
て
い
た
は
ず
で
す
。

　
水
は
同
じ
気
温
の
中
で
、
固
体
、

液
体
、
気
体
と
な
っ
て
同
時
に
存
在

し
、
又
た
や
す
く
そ
れ
ぞ
れ
に
変
化

し
、
又
も
と
の
状
態
に
も
ど
れ
る
性

質
も
も
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
性
質
の

一
つ
で
も
欠
け
て
い
る
と
し
た
ら
…

水
は
自
然
が
作
る
奇
蹟
で
す
。
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包麗

響
撰

　
　
　
　
ラ
　
　
ヤ

．
の
零

、
縷
響
蕪

　
　
　
　
　
　
ン
（

．
遷
癖

　
　
轍
繹
繊
、
㎜

　
　
畷
鷺
購

　
　
’
塗
製

　
　
（

館道武
　
西
本
町
の
博
物
館
脇
に
、
武
道
関

係
者
の
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
武
道

館
が
オ
ー
プ
ン
し
、
五
月
六
日
か
ら

一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
武
道
館
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ニ
階
建
、
一
、
二
九
六
㎡
で
、

　
相
撲
、
空
手
、
柔
道
、
剣
道
の
四
道

　
場
と
会
議
室
、
更
衣
室
、
シ
ャ
ワ
ー

　
室
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。
日
本
古

　
来
の
四
武
道
の
道
場
を
も
つ
武
道
館

　
は
、
県
下
で
も
初
め
て
で
あ
り
、
と

　
り
わ
け
、
公
立
の
空
手
道
場
は
、
全

　
国
で
も
ま
れ
な
施
設
で
す
。

　
　
武
道
館
の
竣
工
の
喜
び
を
、
関
口

　
文
二
郎
剣
道
協
会
長
は
「
十
四
年
前

　
に
、
今
は
亡
き
杉
本
三
郎
柔
道
協
会

場
長
、
根
津
真
一
剣
友
会
理
事
長
な
ど

道
と
建
設
の
陳
情
を
し
た
。
そ
の
後
、

手
市
民
に
も
P
R
す
る
た
め
、
雪
ま
つ

空
り
に
ラ
ー
メ
ン
や
甘
酒
の
売
店
を
出

　
し
て
資
金
に
し
た
り
、
様
々
の
人
々

　
の
協
力
を
得
て
、
よ
う
や
く
長
年
の

　
夢
が
実
現
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ

　
の
施
設
を
生
か
し
て
、
青
少
年
の
健

全
育
成
の
た
め
、
立
派
な
器
の
中
で

立
派
な
人
問
を
つ
く
る
活
動
を
し
た

い
」
と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
武
道
館
は
、
月
・
水
・
金
の
午
後

一
時
半
～
九
時
半
ま
で
開
館
さ
れ
て

お
り
、
必
要
に
応
じ
て
、
木
・
土
・

目
に
も
開
館
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
（
火
曜
日
は
休
館
）
。
武
道
館
の

問
い
合
せ
は
3
二
ー
四
九
三
七
番
へ
。

藁
装
藁
藁
藁
賛
賛
藁
X
X
藁
藁
X
藁
X
渠
藁
翼
X
藁
藁
装
藁
装
賛
藁
X
X
賛
藁
装
藁
蚤

荘艮左羽
　
昨
年
の
七
月
に
着
工
し
た
、
十
日

町
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
羽
根
川

荘
」
が
、
こ
の
ほ
ど
田
麦
地
内
に
完

成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
羽
根
川
荘
は
、
二
つ
の
温
泉

浴
室
を
は
じ
め
、
機
能
回
復
訓
練
室
、

工
作
室
、
図
書
室
、
生
活
相
談
室
、

　
教
養
娯
楽
室
、
調
理
実
習
室
、
健

鷲

康
相
談
室
な
ど
を
備
え
た
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
i
卜
二
階
建
、
総
床
面
積
は

八
百
八
十
八
・
一
四
平
方
材
の
近
代

的
な
建
物
で
、
総
工
費
約
一
億
六
千

万
円
で
す
。

　
五
月
二
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
、

諸
里
市
長
は
「
現
在
、
市
民
の
約
一

割
の
人
が
六
＋
五
歳
以
上
と
い
う
な

か
で
、
老
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
施

策
を
優
先
し
て
い
ま
す
。
こ
の
六
箇

地
区
に
完
成
し
た
羽
根
川
荘
は
、
良

い
湯
の
温
泉
を
も
つ
と
い
う
特
性
を

十
分
に
活
用
し
な
が
ら
、
い
こ
い
の

場
、
そ
し
て
、
六
箇
地
区
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
の
中
核
と
し
て
“
魂
”

が
入
る
べ
く
効
果
的
に
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
」
と
の
べ
、
そ
れ
に

答
え
て
六
箇
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
長
の
福
崎
正
平
さ
ん
は
、
　
「
素

晴
ら
し
い
施

設
が
で
き
、

こ
れ
か
ら
は

実
の
あ
る
コ

、
、
、
ユ
ニ
テ
ィ

を
地
元
の
人
み
ん
な
が
盛
り
あ
げ
て

ゆ
き
な
が
ら
、
市
民
、
特
に
老
人
が

一
日
を
ゆ
っ
く
り
さ
れ
る
施
設
と
し

て
発
展
さ
せ
て
ゆ
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
十
，
　
●
　
†
『
　
●
　
十
ー
　
●
　
十
ー
　
o
　
尋
ー
　
●
　
十
ー
　
●

　
羽
根
川
荘
の
利
用
料
金
は
、
市
内

の
老
人
は
一
人
百
円
（
団
体
は
一
人

八
十
円
）
．
利
用
時
間
は
、
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
な

っ
て
お
り
、
毎
週
月
曜
日
と
祝
祭
日

の
翌
日
は
休
館
で
す
。
利
用
の
申
し

込
み
は
、
8
二
－
五
四
三
四
番
へ
お

願
い
し
ま
す
。

賓
屍
と
藷
る
β

場撲
相
鉢
の
生
活
環
境
の
整
備
を

鉢
真
生
会

　
鉢
を
住
み
良
く
す
る
た
め
に
、
部

落
内
の
駐
車
場
確
保
、
道
路
改
良
と

無
雪
化
、
外
灯
の
設
置
、
簡
易
水
道

　
　
　
ゆ

の
布
設
、
真
田
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
照

明
、
自
動
車
文
庫
の
停
車
ヵ
所
の
増

設
な
ど
を
。

l
I
真
田
地
区
に
つ
い
て
は
、
魅
力

あ
る
郷
土
モ
デ
ル
事
業
の
導
入
な
ど

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
道
路

改
良
は
、
鉢
の
地
形
上
の
問
題
も
あ

り
抜
本
的
な
解
決
を
は
か
る
に
は
大

き
な
難
問
が
あ
る
。
簡
易
水
道
に
つ

い
て
は
、
今
年
水
源
調
査
を
し
実
施

し
た
い
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
照
明
は
、

　
　
　
　
　
　
0

校
舎
の
改
築
時
に
あ
わ
せ
て
考
え
る
。

駐
車
場
の
確
保
、
外
灯
の
設
置
な
ど

は
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
合
意
と
協
力

を
得
た
い
。
今
後
も
、
村
を
良
く
す

る
た
め
、
若
い
皆
さ
ん
の
力
を
生
か

し
て
欲
し
い
。

八
組
三
十
八
人
参
加

冬
期
間
の
道
路
確
保
と

　
　
　
早
期
道
路
改
良
を

願
入
水
落
巻
治
さ
ん
ほ
か

　
今
冬
の
異
常
豪
雪
の
中
で
、
雪
崩

の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
中
学
生
、

高
校
生
、
通
勤
者
、
郵
便
屋
さ
ん
な

ど
が
毎
日
通
っ
て
い
た
。
願
入
－
平

間
の
道
路
の
早
期
改
良
と
、
当
面
は
、

ブ
ル
の
圧
雪
回
数
を
増
や
す
こ
と
と
、

雪
上
車
の
更
新
を
。

ー
ー
願
入
－
平
間
は
、
辺
地
道
路
の

改
良
で
や
っ
て
い
る
。
将
来
は
、
県

単
の
導
入
も
考
え
た
い
。
当
面
の
ご

要
望
の
圧
雪
車
に
つ
い
て
は
、
意
に

添
え
る
よ
う
に
や
り
た
い
。

…

　
白
い
に
ご
り
水
に
つ
い
て
ー
水
道
局
－

　
四
月
中
頃
か
ら
市
内
の
各
所
で
「
ジ
ャ
ロ
か
ら
白
い
水
が
で
る
」
と
の

苦
情
が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
道
局
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
原
因
は
本
管

の
中
に
で
き
た
空
気
の
固
ま
り
が
大
き
く
な
る
と
水
圧
と
の
関
係
で
空
気

が
小
さ
な
気
泡
に
な
っ
て
水
の
中
に
溶
け
こ
み
、
皆
さ
ん
が
ジ
ャ
ロ
を
ひ

ら
く
と
水
圧
が
下
が
り
、
水
の
中
に
溶
け
こ
ん
だ
小
さ
な
気
泡
が
大
き
く

な
っ
て
白
い
気
泡
と
な
る
た
め
で
、
衛
生
上
の
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
コ
ッ
プ
に
く
ん
で
し
ば
ら
く
す
る
と
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。
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安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
を

ー
農
地
利
用
増
進
法
施
行
1

　
昨
年
の
九
月
か
ら
農
用
地
利
用
増

進
法
が
施
行
に
な
り
、
農
地
の
流
動

化
を
促
進
す
る
新
し
い
農
地
制
度
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
農
地
法
下
で
は
、
耕
作
権

が
強
く
保
護
さ
れ
て
い
る
た
め
、
農

地
を
貸
し
た
ら
な
か
な
か
返
し
て
も

ら
え
な
い
と
い
う
不
安
が
強
く
、
農

地
の
流
動
化
が
起
き
に
く
く
、
農
業

従
事
者
の
老
齢
化
や
後
継
者
不
足
な

ど
も
あ
っ
て
、
農
地
を
有
効
利
用
し

て
い
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ヤ
ミ
小
作
や
荒
し
作
り
、
耕
作
放
棄

も
各
地
で
見
ら
れ
ま
す
。
一
方
経
営

規
模
の
拡
大
を
望
ん
で
い
る
農
家
も

多
く
、
こ
れ
ら
の
農
家
に
、
農
地
法

の
規
制
を
受
け
な
い
で
、
農
地
の
集

積
を
促
進
す
る
法
律
が
必
要
と
な
り
、

農
用
地
利
用
増
進
法
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
法
の
目
的
は

　
農
用
地
利
用
増
進
法
の
目
的
は
、

一
、
高
い
生
産
性
と
農
業
所
得
を
実

現
さ
せ
る
農
業
経
営
を
育
成
し
、
定

着
さ
せ
、
地
域
農
業
を
発
展
さ
せ
る

こ
と
と
、
二
、
農
業
生
産
に
必
要
な

土
地
を
確
保
し
、
効
率
的
な
利
用
を

促
進
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
法
の
特
徴
は

　
こ
の
法
の
特
徴
は
、
一
、
農
地
の

貸
借
り
は
、
そ
の
期
間
が
満
了
す
る

と
自
動
的
に
終
了
し
、
貸
し
た
ら
返

し
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
不
安
は
全

く
な
い
こ
と
。
二
、
売
買
、
貸
借
り

に
つ
い
て
は
農
地
法
の
許
可
は
い
ら

な
い
。
三
、
小
作
地
の
所
有
制
限
が

な
い
。
四
、
離
作
補
償
料
の
必
要
が

な
い
。
五
、
売
買
に
つ
い
て
嘱
託
登

記
（
申
請
者
に
代
っ
て
市
が
登
記
す

る
）
の
道
が
開
か
れ
て
い
る
。
六
、

　
　
　
　
山
菜
取
り
に
節
度
を

　
山
菜
取
り
の
季
節
が
来
ま
し
た
が
、
例
年
こ
の
季
節
に
な

り
ま
す
と
、
市
内
は
勿
論
近
隣
町
村
の
山
村
住
民
か
ら
「
心

な
い
山
荒
し
」
の
被
害
を
訴
え
る
声
が
強
く
よ
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
地
域
の
慣
行
に
随
い
管
理
所
有
者
の
意
に
添
わ

な
い
「
心
な
い
山
荒
し
」
と
見
ら
れ
る
行
為
は
十
分
注
意
を

す
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

三
年
以
上
貸
し
た
場
合
、
流
動
化
奨

励
金
が
貸
し
た
か
た
に
支
給
さ
れ
る

（
市
街
地
周
辺
の
用
途
区
域
は
除
外
）

　
三
～
六
年
未
満
、
十
a
当
た
り
一
万
、

六
年
以
上
、
十
a
当
た
り
二
万
円

こ
の
法
の
運
用
は

　
こ
の
法
は
、
市
が
定
め
た
実
施
方

針
に
基
づ
い
て
、
市
と
農
地
流
動
化

推
進
員
が
、
農
地
の
貸
し
手
、
借
り

手
を
掘
り
起
し
、
権
利
者
の
同
意
を

得
て
、
農
業
委
員
会
に
か
伊
、
農
用

地
利
用
増
進
計
画
を
作
成
し
て
、
こ

れ
を
公
告
す
れ
ば
権
利
設
定
の
効
果

が
生
ま
れ
ま
す
。
農
用
地
利
用
増
進

計
画
の
内
容
は
、
一
、
借
り
手
の
住

所
、
氏
名
、
二
、
農
地
の
所
在
地
、
三
、

貸
し
手
の
住
所
、
氏
名
、
四
、
利
用
権

の
種
類
（
賃
借
権
ま
た
は
使
用
貸
借
）

五
、
農
地
の
貸
し
借
り
の
条
件
（
期

間
、
賃
借
、
及
び
そ
の
支
払
い
方
法
）

な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
農

地
流
動
化
推
進
員
が
お
か
れ
て
い
ま

す
の
で
、
農
地
の
貸
し
借
り
や
売
買

は
、
こ
の
推
進
委
員
の
皆
さ
ん
が
市

農
業
委
員
会
（
8
七
－
三
二
一
番

内
線
二
六
一
）
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

農
地
流
動
化
推
進
員

地
区
　
南
雲
竜
治
（
中
村
）
、
林
福
市

（
塩
之
又
）
　
中
条
地
区
　
庭
野
喜
一

（
新
座
）
、
山
田
正
吉
（
四
日
町
）
、
大

熊
徳
太
郎
（
尾
崎
）
、
中
林
秀
一
郎

（
中
町
）
、
小
林
竜
松
（
島
）
、
小

泉
富
治
郎
（
市
之
沢
）
、
藤
木
元
一

（
轟
木
）
、
橋
本
貞
一
（
新
水
）
、

庭
野
儀
市
郎
（
小
貫
）
　
下
条
地
区

　
　
ぺ

生
越
武
好
（
上
新
田
）
、
小
林
良
章

（
原
）
、
上
村
完
治
（
岩
野
）
、
村

山
幸
夫
（
為
永
）
、
井
川
勇
（
貝
ノ

川
）
、
樋
口
策
衛
（
塩
野
）
、
水
落

之
夫
（
漉
野
）
、
吉
田
地
区
　
小
山

哲
夫
（
北
鐙
坂
）
、
丸
山
滋
（
南
鐙

坂
）
、
柳
重
太
郎
（
高
島
）
、
尾
身

保
（
鉢
）
、
尾
身
正
徳
（
中
平
）
、

入
田
富
治
（
稲
葉
）
、
佐
藤
誠
文
小

泉
）
、
水
沢
地
区
　
太
田
久
男
（
珠

川
）
、
富
井
雄
二
（
馬
場
）
、
上
村

市
三
（
太
田
島
）
、
上
村
国
平
（
土

市
）
、
村
山
学
（
伊
達
）
、
宮
沢
孝

（
小
黒
沢
）
、
岩
田
長
蔵
（
天
池
）

村
山
幸
史
（
野
中
）
、
鈴
木
武
（
大

石
）
、
保
坂
兼
弘
（
姿
）

（3）

市
営
住
宅

　
入
居
者
募
集

　
市
で
は
、
市
営
住
宅
を
七
団
地
二

百
八
十
一
戸
（
県
営
二
団
地
八
十
四

戸
）
の
公
営
住
宅
を
設
け
て
い
ま
す

が
、
六
月
一
日
か
ら
八
幡
田
市
営
住

宅
の
建
替
入
居
に
よ
り
六
団
地
十
七

戸
の
空
家
が
で
ま
す
。
入
居
希
望
の

か
た
は
、
五
月
十
一
日
～
五
月
二
十

日
の
間
に
、
建
設
課
建
築
住
宅
係
ま

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
み
用

紙
は
建
設
課
に
あ
り
ま
す
。

難華
雛艶！ζ毒諜

慰潅
齢寒
1鯉菱
1議羅

十
日
町
地
区
　
庭
野
重
信
（
西
寺
町
）

根
津
新
作
（
上
川
町
）
、
村
山
隆
太

郎
（
西
浦
東
）
、
庭
野
甚
兵
衛
（
島
）

小
林
賢
祐
、
（
津
池
）
　
川
治
地
区

遠
田
金
市
（
川
治
下
町
）
、
岡
村
健

治
（
北
新
田
）
、
服
部
正
義
（
笹
之

沢
）
、
斉
木
実
（
落
之
水
）
　
六
箇

　
地
球
上
の
物
質
の
中
で
、
わ
ず
力

一
、
二
を
除
い
て
、
総
て
の
物
質
が

固
形
化
す
る
と
、
容
積
が
減
り
、
重

量
（
単
位
重
量
）
が
増
し
、
溶
解
す

る
と
、
容
積
が
増
し
、
重
量
が
減
少

し
ま
す
。
固
体
は
液
体
よ
り
重
量
が

多
い
の
で
す
。
し
か
し
、
水
は
、
凝

結
す
る
時
に
膨
張
し
、
重
量
は
少
く

な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
寒
い
朝
、
水

道
管
の
凍
結
破
損
に
よ
る
断
水
等
の

に
が
い
経
験
を
お
持
の
か
た
も
少
な

く
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
∀
凍
結
し

た
水
が
膨
張
し
な
い
な
ら
、
液
状
の

水
に
浮
く
事
が
な
く
、
冬
に
な
る
た

び
に
、
河
や
、
湖
や
、
海
の
底
に
氷

が
増
加
し
、
世
界
は
氷
に
と
ざ
さ
れ

て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

　
水
は
、
熱
に
つ
い
て
も
、
木
思
議

な
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
一
〇
〇

度
に
達
す
る
ま
で
は
沸
騰
せ
ず
、
熱

を
吸
収
し
つ
づ
け
、
蒸
発
に
は
多
く

の
熱
を
必
要
亡
す
る
性
質
を
持
っ
て

い
ま
す
。
夏
に
海
洋
は
熱
を
貯
え
、

そ
の
熱
で
冬
に
大
気
を
暖
め
、
潮
流

と
な
っ
て
、
地
球
の
気
候
を
平
均
化

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
又
、
同
じ

緯
度
に
あ
っ
て
、
同
じ
太
陽
の
光
を

受
け
て
居
る
地
球
上
の
二
つ
の
地
点

で
、
海
に
囲
ま
れ
た
所
の
気
候
が
温

暖
で
、
海
か
ら
遠
く
離
れ
た
、
サ
バ

ク
が
灼
熱
の
地
帯
に
な
る
事
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
水
は
、
普
通
の
液
体
の
中
で
、
表

面
張
力
が
最
も
大
き
い
の
で
す
。

　
表
面
張
力
は
水
が
、
水
自
身
や
他

の
物
質
に
粘
着
す
る
能
力
で
あ
り
、

こ
れ
は
地
下
水
を
形
成
さ
せ
る
原
理

で
も
あ
り
、
植
物
の
生
成
に
欠
か
す

事
の
出
来
な
い
大
切
な
性
質
で
す
。

　
又
、
液
体
の
中
で
、
他
の
物
質
を

溶
解
す
る
能
力
の
最
も
大
き
い
の
も

水
で
す
。
有
機
老
廃
物
を
溶
解
さ
せ

分
解
さ
せ
る
水
の
能
力
は
私
逮
の
家

庭
浄
化
槽
や
下
水
処
理
場
等
の
汚
水

を
処
理
す
る
為
の
基
礎
と
し
て
あ
ら

ゆ
る
場
所
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
水
は
、
そ
れ
に
含
ま
れ
る
総
て
の

物
質
に
よ
っ
て
化
学
的
に
変
化
を
受

け
る
事
な
く
、
水
が
蒸
発
す
る
時
に

そ
の
不
純
物
の
ほ
と
ん
ど
を
分
離
し

て
し
ま
い
ま
す
。
も
し
、
水
の
溶
解

す
る
力
や
、
自
分
自
身
を
清
浄
に
す

る
能
力
が
な
か
っ
た
ら
、
地
球
上
の

生
命
は
死
滅
し
て
い
た
は
ず
で
す
。

　
水
は
同
じ
気
温
の
中
で
、
固
体
、

液
体
、
気
体
と
な
っ
て
同
時
に
存
在

し
、
又
た
や
す
く
そ
れ
ぞ
れ
に
変
化

し
、
又
も
と
の
状
態
に
も
ど
れ
る
性

質
も
も
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
性
質
の

一
つ
で
も
欠
け
て
い
る
と
し
た
ら
…

水
は
自
然
が
作
る
奇
蹟
で
す
。
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ス
パ
リ
ー
ノ
市
長
を
団
長
と
す
る
コ
モ
市
の
公
式
親
善
使
節
団
一
行
二

十
名
を
お
迎
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
で
二
百
七
十
八
の
都
市

が
姉
妹
都
市
契
約
を
結
び
、
県
内
で
は
、
新
潟
、
見
附
、
十
日
町
の
三
市

が
姉
妹
都
市
の
提
け
い
を
し
て
い
ま
す
。
姉
妹
都
市
提
け
い
は
、
と
も
す

る
と
名
ば
か
り
で
、
提
け
い
の
実
の
あ
が
ら
な
い
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
コ
モ
市
と
は
ど
ん
な
町
か
、
経
済
、
文
化
、
青
年
交
流
な
ど
、
こ
れ
か

ら
ど
ん
な
交
流
が
望
ま
れ
る
か
を
、
関
係
者
に
話
し
あ
っ
て
も
ら
い
ま

し
よ
う
。
コ
モ
市
と
は
こ
ん
な
と
こ
ろ

司
会
　
こ
の
た
び
、
コ
モ
市
の
公
式

親
善
使
節
団
を
初
め
て
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
今
日
は
、
コ
モ
市

の
事
情
に
詳
し
い
皆
さ
ん
と
国
際
感

覚
豊
か
な
皆
さ
ん
か
ら
お
い
で
い
た

だ
い
て
、
姉
妹
都
市
提
け
い
を
実
の

あ
る
も
の
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
お
話

し
い
た
だ
き
た
い
。
最
初
に
市
長
か

ら
、
コ
モ
市
か
ら
公
式
使
節
団
が
来

市
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
過
を
。

市
長
　
五
十
年
二
月
に
、
春
日
前
市

長
が
姉
妹
都
市
提
け
い
を
し
て
か
ら

六
年
に
な
る
。
昨
年
十
月
に
、
私
達

が
コ
モ
市
を
訪
れ
た
際
に
、
ス
パ
リ

　
ー
ノ
市
長
か
ら
、
提
け
い
の
当
時
者

　
で
あ
り
な
が
ら
一
度
も
十
日
町
市
を

　
訪
れ
て
い
な
い
の
で
、
是
非
来
市
し

　
た
い
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。
最
初
は

　
七
月
頃
に
来
市
し
た
い
と
い
う
意
向

　
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
七
月
に
は
、
こ

　
ち
ら
の
イ
ベ
ン
ト
が
何
も
な
い
の
で
、

　
十
日
町
の
き
も
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を

　
十
分
に
見
て
い
た
だ
け
る
、
五
月
の

　
き
も
の
ま
つ
り
に
き
て
い
た
だ
く
こ

　
と
に
し
た
。
初
め
て
の
公
式
使
節
団

　
の
来
市
な
の
で
丁
重
に
お
迎
え
し
た
い
。

　
司
会
　
コ
モ
市
に
行
っ
て
こ
ら
れ
た

　
か
た
か
ら
、
コ
モ
市
の
様
子
を
。

　
佐
藤
　
私
は
、
昨
年
十
月
に
訪
問
し

　
ま
し
た
が
、
コ
モ
市
は
、
イ
タ
リ
ア

　
の
北
部
で
、
ス
イ
ス
と
の
国
境
近
く

　
の
街
で
、
観
光
都
市
で
も
あ
り
、
コ

　
モ
湖
の
美
し
さ
は
、
素
晴
ら
し
い
も

長　
の
だ
っ
た
。
ヨ
i
・
ッ
パ
一
の
絹
織
物

市　
や
絹
製
品
の
産
地
で
、
イ
ギ
リ
ス
製

　
だ
と
か
フ
ラ
ン
ス
製
と
言
わ
れ
て
い

ん
る
の
も
、
元
を
た
だ
せ
ば
コ
モ
市
で

さ藤
作
ら
れ
て
い
る
．
商
品
や
織
物
工
場
、

佐
市
立
の
繊
維
大
学
な
ど
を
見
て
き
た

　
が
、
世
界
一
の
絹
織
物
産
地
と
し
て

　
十
分
な
も
の
が
あ
っ
た
。

座談会出席者

◎滝沢哲雄
（織協青年部会長、48年コモ訪

村
飾
問
野
一

　
服
訪

◎

藤
工
問
ロ
芳

　
商
訪

◎司会　本田総務部長
　（55年コモ訪問）

照
弘

㎏
轟
馨

・
糞

「
瞬

田
村
　
私
は
五
十
年
に
コ
モ
市
を
訪

問
し
た
。
十
日
町
は
、
四
季
に
富
ん

だ
素
晴
ら
し
い
街
で
、
そ
の
中
で
、

感
覚
的
な
日
本
の
伝
統
の
き
も
の
を

作
っ
て
い
る
と
い
う
自
負
が
あ
る
の

だ
が
、
コ
モ
の
素
晴
ら
し
い
景
色
を

見
て
、
こ
う
い
う
所
で
育
ま
れ
た
人

達
は
、
素
晴
ら
し
い
感
覚
の
持
ち
主

だ
ろ
う
と
思
っ
た
が
、
そ
の
通
り
で

あ
っ
た
。
経
済
的
に
は
、
十
日
町
の

ほ
う
が
豊
か
か
も
知
れ
な
い
が
、
絹

の
ネ
ク
タ
イ
や
プ
リ
ン
ト
の
工
場
を

見
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
一
流
デ
ザ
イ

ナ
ー
が
、
コ
モ
で
柄
を
選
ん
で
、
自

分
の
名
前
を
つ
け
て
売
り
出
し
て
い

　
る
よ
う
に
、
素
晴
ら
し
い
セ
ン
ス
を

　
持
っ
た
街
で
す
。

ん
滝
沢
私
は
、
四
＋
八
年
に
織
協
青

さ
年
部
の
若
い
仲
間
と
一
緒
に
訪
問
し

内
た
・
コ
モ
に
行
っ
て
感
じ
た
の
は
、

木　
北
イ
タ
リ
ア
の
コ
モ
市
と
い
う
こ
と

ん
『
だ
け
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
、

さ
ヨ
！
ロ
ッ
パ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
、
コ

藤後
モ
で
生
産
さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
世

　
界
中
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
情
報
が
、

　
コ
モ
に
い
る
だ
け
で
吸
収
で
き
る
と

　
い
う
こ
と
を
非
常
に
う
ら
や
ま
し
く

　
感
じ
た
。
コ
モ
市
は
、
都
市
と
し
て

　
は
、
田
舎
の
都
市
な
の
だ
が
、
か
え

　
っ
て
田
舎
に
居
て
、
そ
の
情
報
を
ジ

　
ッ
ク
リ
整
理
し
て
形
に
あ
ら
わ
し
て

　
ゆ
け
る
の
だ
な
と
感
じ
た
。

　
後
藤
　
私
は
、
昨
年
、
新
潟
日
報
社

　
の
派
遣
で
行
っ
て
き
た
の
だ
が
、
コ

　
モ
市
が
、
十
日
町
市
の
姉
妹
都
市
だ

　
と
い
う
意
識
は
、
あ
ま
り
持
た
な
い

　
で
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
の
一
都
市
を
訪
れ

　
る
と
い
う
感
覚
で
訪
問
し
た
。
観
光

　
都
市
と
し
て
非
常
に
美
し
い
街
だ
し

　
プ
リ
ン
ト
技
術
は
世
界
で
最
高
。
人

　
口
は
十
万
人
弱
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
良
い
街
だ
と
い
う
印
象
を
受
け

た
。
十
日
町
市
の
姉
妹
都
市
と
し
て

お
つ
き
あ
い
を
し
て
い
っ
た
ら
、
十

分
吸
収
で
き
る
も
の
が
あ
る
と
思
う
。

市
長
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
の

も
の
の
考
え
方
に
は
、
基
本
的
な
違

い
が
あ
る
。
古
い
も
の
を
壊
し
て
、

よ
り
良
い
新
し
い
も
の
を
構
築
し
て

ゆ
こ
う
と
し
て
い
る
の
が
、
ア
メ
リ

カ
的
な
考
え
方
だ
し
、
逆
に
、
ヨ
ー

・
ッ
パ
で
は
、
古
い
も
の
を
温
存
さ

せ
な
が
ら
、
ど
う
現
代
に
調
和
さ
せ

る
か
を
考
え
て
い
る
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
、
コ
モ
市
は
、
ま
さ
に
そ
の

典
型
で
あ
り
、
古
い
も
の
が
、
そ
の

美
し
い
風
景
と
調
和
し
て
独
特
な
も

の
を
作
っ
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
は
、

北
部
が
工
業
都
市
で
、
南
部
が
観
光

都
市
で
あ
る
。
コ
モ
市
は
、
北
部
に

位
置
し
て
お
り
、
工
業
文
化
、
産
業

文
化
の
水
準
が
非
常
に
高
く
、
十
日

町
市
が
め
ざ
し
て
い
る
産
業
田
園
文

化
都
市
づ
く
り
と
、
コ
モ
市
の
市
づ

く
り
は
良
く
似
た
所
が
あ
り
、
十
日

町
市
の
市
づ
く
り
の
指
標
と
す
べ
き

都
市
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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心
の
こ
も
つ
た
歓
迎
を

司
会
　
今
回
の
訪
問
の
た
め
に
、
い

ろ
い
ろ
な
歓
迎
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
紹
介
と
姉
妹
都
市

の
今
後
の
あ
り
方
な
ど
を
。

佐
藤
　
今
年
の
き
も
の
ま
つ
り
は
、

成
人
式
と
ド
ッ
キ
ン
グ
さ
れ
た
し
、

コ
モ
使
節
団
の
来
市
も
あ
っ
て
非
常

に
盛
り
あ
が
っ
て
い
る
。
「
イ
タ
リ
ア

展
」
や
歩
行
者
天
国
、
民
踊
流
し
に

も
コ
モ
ム
ー
ド
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

コ
モ
の
皆
さ
ん
か
ら
十
日
町
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
市
民
か

ら
も
、
イ
タ
リ
ァ
や
コ
モ
を
理
解
し

て
も
ら
い
、
市
民
と
の
ふ
れ
あ
い
の

機
会
を
も
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
。

滝
沢
　
き
も
の
の
つ
ど
い
は
、
き
も

の
を
十
分
ア
ピ
ー
ル
し
、
良
く
見

て
も
ら
う
こ
と
が
歓
迎
に
な
る
と
考

え
て
お
り
、
皆
ん
な
が
着
物
を
着
て

い
る
つ
ど
い
を
通
し
て
、
き
も
の
の

喜
び
を
理
解
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思

っ
て
い
る
。

庭
野
　
市
が
姉
妹
都
市
の
提
け
い
を

し
て
以
来
、
ロ
ー
タ
リ
ー
も
姉
妹
ロ

ー
タ
リ
ー
の
提
け
い
を
し
た
い
と
考

え
て
い
た
。
昨
年
十
月
の
、
市
の
公

式
使
節
団
の
訪
問
に
合
わ
せ
て
手
紙

を
や
っ
た
。
先
方
か
ら
も
返
事
が
き

て
急
激
に
親
し
み
を
増
し
た
。
今
回

・
i
タ
リ
ー
会
長
も
来
て
く
れ
る
こ

と
に
な
り
、
心
を
こ
め
た
歓
迎
を
し

た
い
。

司
会
　
関
芳
さ
ん
の
工
場
見
学
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
が
。

関
ロ
　
業
界
紙
の
中
で
み
る
と
、
コ

モ
は
、
プ
リ
ン
ト
と
デ
ザ
イ
ン
が
特

に
進
ん
で
い
る
産
地
の
よ
う
だ
。

　
き
も
の
は
、
私
達
が
作
っ
て
い
る

日
本
固
有
の
文
化
で
あ
り
、
そ
れ
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
工
場

を
み
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。
プ

リ
ン
ト
と
き
も
の
は
非
常
に
違
う
と

思
う
。
そ
れ
は
、
向
う
の
服
飾
文
化

と
日
本
固
有
の
文
化
と
の
違
い
で
あ

り
、
そ
の
違
い
を
工
場
を
見
る
こ
と

で
理
解
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
う
。

コモ湖から

スイス、アルプスをのぞむ

庭野さん

前
日
に
、
き
も
の
の
つ
ど
い
や
成
人

式
で
き
も
の
姿
を
十
分
み
て
か
ら
お

い
で
い
た
だ
け
る
の
で
、
興
味
を
も

っ
て
見
て
も
ら
え
る
も
の
と
思
っ
て

い
る
。

市
長
　
昨
年
、
イ
デ
ア
・
コ
モ
展
で

山
本
寛
斎
や
森
英
恵
さ
ん
な
ど
と
会

っ
た
の
だ
が
、
多
少
異
端
で
あ
る
か

も
知
れ
な
い
が
、
あ
の
人
達
の
デ
ザ

イ
ン
カ
を
き
も
の
の
中
に
生
か
す
方

向
は
と
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

関
ロ
　
森
さ
ん
も
山
本
さ
ん
も
き
も

の
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
ま
だ
発
表

さ
れ
て
い
な
い
が
、
大
手
の
問
屋
さ

ん
で
発
表
す
る
と
い
う
情
報
を
得
て

い
る
。

市
長
　
そ
う
い
う
人
達
が
、
商
用
で

わ
ざ
わ
ざ
コ
モ
ま
で
行
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
そ
う
い
う
面
で
も
ふ
く
そ

う
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
。

関
ロ
　
コ
モ
で
生
産
さ
れ
た
も
の
か

確
認
し
て
い
な
い
が
、
向
う
で
作
ら

れ
た
商
品
の
中
に
、
日
本
の
伝
統
的

な
文
化
や
文
様
を
と
り
入
れ
た
デ
ザ

イ
ン
が
あ
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
世

界
に
も
日
本
文
化
が
す
く
な
か
ら
ず

影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
だ
。

富沢さん

滝
沢
　
商
品
に
な
っ
た
か
確
認
し
て

い
な
い
が
、
コ
モ
で
、
小
紋
の
き
も

の
の
染
色
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

関
ロ
　
十
日
町
で
は
な
い
が
、
そ
れ

は
発
売
を
し
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

市
長
　
コ
モ
市
と
の
産
業
協
力
関
係

を
確
立
す
る
こ
と
も
こ
れ
か
ら
の
テ

ー
マ
の
一
つ
だ
。

青
年
交
流
の
実
現
を

司
会
　
木
内
さ
ん
、
五
年
来
の
ペ
ン

フ
レ
ン
ド
の
ラ
ウ
ラ
ち
ゃ
ん
が
来
て

く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
。

木
内
　
コ
モ
に
は
行
っ
た
こ
と
が
な

い
し
、
ラ
ウ
ラ
さ
ん
と
は
、
文
通
を

し
て
い
た
だ
け
な
の
で
、
彼
女
に
会

っ
て
、
こ
ち
ら
の
あ
り
の
ま
ま
の
生

活
や
自
分
の
様
子
を
見
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
で
き
れ
ば
、
学

校
で
ク
ラ
ス
の
仲
間
に
も
会
っ
て
も

ら
い
た
い
。
ラ
ウ
ラ
さ
ん
も
、
是
非

十
日
町
に
来
た
い
と
い
う
希
望
を
も

っ
て
い
た
の
で
実
現
し
て
う
れ
し
い
。

富
沢
　
青
少
年
の
国
際
交
流
を
は
か

　
る
こ
と
は
青
年
会
議
所
の
大
き
な
テ

　
ー
マ
で
も
あ
り
、
今
ま
で
も
、
青
年

　
海
外
派
遣
を
実
施
し
て
き
た
。
こ
れ

　
を
機
会
に
市
で
も
、
毎
年
何
人
か
を

　
定
期
的
に
派
遣
し
、
コ
モ
市
か
ら
も

　
来
て
い
た
だ
き
た
い
。
交
流
を
実
の

　
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
、
表
面
的

　
な
つ
き
あ
い
で
な
く
、
心
と
心
の
ふ

　
れ
あ
い
、
文
化
と
文
化
と
の
交
流
が

　
望
ま
れ
る
。

．
田
村
　
私
は
一
人
の
子
供
が
い
る
が
、

　
こ
の
子
供
を
、
十
日
町
で
生
ま
れ
た

　
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、
十
日
町
を
愛

　
す
る
子
供
に
育
て
た
い
と
願
っ
て
い

　
る
。
そ
れ
が
、
ひ
い
て
は
市
の
発
展

　
に
つ
な
が
る
も
の
だ
と
思
う
。

　
　
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

　
の
十
日
町
を
支
え
て
ゆ
く
若
い
人
達

　
か
ら
、
是
非
、
コ
モ
に
行
っ
て
も
ら

　
っ
て
、
向
う
の
感
覚
を
と
り
入
れ
、

　
十
日
町
の
中
に
生
か
し
て
も
ら
い
た

　
い
。
　
「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
の

　
た
と
え
の
通
り
、
若
い
う
ち
に
行
っ

　
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
市
長
　
姉
妹
都
市
は
、
産
業
べ
：
ス

　
で
や
る
に
し
て
も
文
化
べ
ー
ス
で
や

　
る
に
し
て
も
、
そ
の
前
後
に
長
い
時

　
間
を
か
け
て
親
し
さ
を
増
し
た
り
、

んさ
心
の
交
流
を
は
か
る
と
い
う
地
道
な

口関
地
な
ら
し
の
時
間
が
必
要
だ
。

・
庭
野
　
・
ー
タ
リ
ー
に
は
、
一
年
間

んさ
学
生
を
受
け
入
れ
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

沢
の
制
度
が
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
に
は
、

滝
、
こ
ち
ら
か
ら
一
年
間
行
っ
て
も
十
分

ん
得
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
に
来

さ
村
て
も
ら
っ
て
も
、
東
京
や
新
潟
の
大

田　
学
の
講
義
を
聞
き
に
行
く
こ
と
も
出

　
来
ず
、
市
内
に
は
十
分
な
施
設
も
無

司会本田部長

い
の
で
む
つ
か
し
い
面
が
あ
る
。

田
村
　
言
葉
の
障
害
も
若
い
人
達
に

と
っ
て
は
、
そ
ん
な
に
気
に
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
若
い
人

に
は
そ
れ
を
乗
り
こ
え
る
だ
け
の
力

が
あ
る
。

木
内
　
五
年
間
に
二
十
通
近
く
の
手

紙
を
交
換
し
た
り
、
贈
り
も
の
の
や

り
と
り
を
し
た
。
若
い
人
達
か
ら
コ

モ
に
行
け
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
し
、
私
も
是
非
行
き
た
い
。

庭
野
　
私
は
一
人
旅
で
二
回
、
ヒ
ッ

ピ
ー
み
た
い
に
コ
モ
を
訪
れ
た
。
コ

モ
湖
の
素
晴
ら
し
い
景
色
を
見
た
り
、

ミ
ラ
ノ
の
界
わ
い
を
歩
い
て
い
る
と

心
が
踊
っ
て
く
る
よ
う
だ
っ
た
。
私

が
行
っ
た
の
は
四
十
代
に
な
っ
て
か

ら
だ
っ
た
が
、
も
し
十
代
に
行
っ
て

い
た
ら
私
の
人
生
は
変
わ
っ
て
い
た

と
思
う
。

市
長
　
あ
い
路
や
障
害
は
い
ろ
い
ろ

あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
を
克
服
し

て
や
る
こ
と
が
姉
妹
都
市
の
ね
ら
い

だ
。
姉
妹
都
市
は
基
本
的
に
は
人
間

交
流
だ
と
思
う
。
そ
こ
か
ら
財
を
得

る
と
か
富
を
獲
得
す
る
と
か
で
な
く

人
間
交
流
を
深
め
て
国
際
的
な
人
問

を
育
て
る
こ
と
が
大
き
な
目
的
だ
。

い
ろ
い
ろ
な
障
害
は
あ
る
だ
ろ
う
が

そ
れ
を
乗
り
こ
え
て
、
つ
ぎ
の
世
代

の
十
日
町
を
に
な
う
人
達
を
派
遣
し

て
ゆ
き
た
い
。
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ス
パ
リ
ー
ノ
市
長
を
団
長
と
す
る
コ
モ
市
の
公
式
親
善
使
節
団
一
行
二

十
名
を
お
迎
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
で
二
百
七
十
八
の
都
市

が
姉
妹
都
市
契
約
を
結
び
、
県
内
で
は
、
新
潟
、
見
附
、
十
日
町
の
三
市

が
姉
妹
都
市
の
提
け
い
を
し
て
い
ま
す
。
姉
妹
都
市
提
け
い
は
、
と
も
す

る
と
名
ば
か
り
で
、
提
け
い
の
実
の
あ
が
ら
な
い
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
コ
モ
市
と
は
ど
ん
な
町
か
、
経
済
、
文
化
、
青
年
交
流
な
ど
、
こ
れ
か

ら
ど
ん
な
交
流
が
望
ま
れ
る
か
を
、
関
係
者
に
話
し
あ
っ
て
も
ら
い
ま

し
よ
う
。
コ
モ
市
と
は
こ
ん
な
と
こ
ろ

司
会
　
こ
の
た
び
、
コ
モ
市
の
公
式

親
善
使
節
団
を
初
め
て
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
今
日
は
、
コ
モ
市

の
事
情
に
詳
し
い
皆
さ
ん
と
国
際
感

覚
豊
か
な
皆
さ
ん
か
ら
お
い
で
い
た

だ
い
て
、
姉
妹
都
市
提
け
い
を
実
の

あ
る
も
の
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
お
話

し
い
た
だ
き
た
い
。
最
初
に
市
長
か

ら
、
コ
モ
市
か
ら
公
式
使
節
団
が
来

市
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
過
を
。

市
長
　
五
十
年
二
月
に
、
春
日
前
市

長
が
姉
妹
都
市
提
け
い
を
し
て
か
ら

六
年
に
な
る
。
昨
年
十
月
に
、
私
達

が
コ
モ
市
を
訪
れ
た
際
に
、
ス
パ
リ

　
ー
ノ
市
長
か
ら
、
提
け
い
の
当
時
者

　
で
あ
り
な
が
ら
一
度
も
十
日
町
市
を

　
訪
れ
て
い
な
い
の
で
、
是
非
来
市
し

　
た
い
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。
最
初
は

　
七
月
頃
に
来
市
し
た
い
と
い
う
意
向

　
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
七
月
に
は
、
こ

　
ち
ら
の
イ
ベ
ン
ト
が
何
も
な
い
の
で
、

　
十
日
町
の
き
も
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を

　
十
分
に
見
て
い
た
だ
け
る
、
五
月
の

　
き
も
の
ま
つ
り
に
き
て
い
た
だ
く
こ

　
と
に
し
た
。
初
め
て
の
公
式
使
節
団

　
の
来
市
な
の
で
丁
重
に
お
迎
え
し
た
い
。

　
司
会
　
コ
モ
市
に
行
っ
て
こ
ら
れ
た

　
か
た
か
ら
、
コ
モ
市
の
様
子
を
。

　
佐
藤
　
私
は
、
昨
年
十
月
に
訪
問
し

　
ま
し
た
が
、
コ
モ
市
は
、
イ
タ
リ
ア

　
の
北
部
で
、
ス
イ
ス
と
の
国
境
近
く

　
の
街
で
、
観
光
都
市
で
も
あ
り
、
コ

　
モ
湖
の
美
し
さ
は
、
素
晴
ら
し
い
も

長　
の
だ
っ
た
。
ヨ
i
・
ッ
パ
一
の
絹
織
物

市　
や
絹
製
品
の
産
地
で
、
イ
ギ
リ
ス
製

　
だ
と
か
フ
ラ
ン
ス
製
と
言
わ
れ
て
い

ん
る
の
も
、
元
を
た
だ
せ
ば
コ
モ
市
で

さ藤
作
ら
れ
て
い
る
．
商
品
や
織
物
工
場
、

佐
市
立
の
繊
維
大
学
な
ど
を
見
て
き
た

　
が
、
世
界
一
の
絹
織
物
産
地
と
し
て

　
十
分
な
も
の
が
あ
っ
た
。

座談会出席者

◎滝沢哲雄
（織協青年部会長、48年コモ訪

村
飾
問
野
一

　
服
訪

◎

藤
工
問
ロ
芳

　
商
訪

◎司会　本田総務部長
　（55年コモ訪問）

照
弘

㎏
轟
馨

・
糞

「
瞬

田
村
　
私
は
五
十
年
に
コ
モ
市
を
訪

問
し
た
。
十
日
町
は
、
四
季
に
富
ん

だ
素
晴
ら
し
い
街
で
、
そ
の
中
で
、

感
覚
的
な
日
本
の
伝
統
の
き
も
の
を

作
っ
て
い
る
と
い
う
自
負
が
あ
る
の

だ
が
、
コ
モ
の
素
晴
ら
し
い
景
色
を

見
て
、
こ
う
い
う
所
で
育
ま
れ
た
人

達
は
、
素
晴
ら
し
い
感
覚
の
持
ち
主

だ
ろ
う
と
思
っ
た
が
、
そ
の
通
り
で

あ
っ
た
。
経
済
的
に
は
、
十
日
町
の

ほ
う
が
豊
か
か
も
知
れ
な
い
が
、
絹

の
ネ
ク
タ
イ
や
プ
リ
ン
ト
の
工
場
を

見
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
一
流
デ
ザ
イ

ナ
ー
が
、
コ
モ
で
柄
を
選
ん
で
、
自

分
の
名
前
を
つ
け
て
売
り
出
し
て
い

　
る
よ
う
に
、
素
晴
ら
し
い
セ
ン
ス
を

　
持
っ
た
街
で
す
。

ん
滝
沢
私
は
、
四
＋
八
年
に
織
協
青

さ
年
部
の
若
い
仲
間
と
一
緒
に
訪
問
し

内
た
・
コ
モ
に
行
っ
て
感
じ
た
の
は
、

木　
北
イ
タ
リ
ア
の
コ
モ
市
と
い
う
こ
と

ん
『
だ
け
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
、

さ
ヨ
！
ロ
ッ
パ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
、
コ

藤後
モ
で
生
産
さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
世

　
界
中
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
情
報
が
、

　
コ
モ
に
い
る
だ
け
で
吸
収
で
き
る
と

　
い
う
こ
と
を
非
常
に
う
ら
や
ま
し
く

　
感
じ
た
。
コ
モ
市
は
、
都
市
と
し
て

　
は
、
田
舎
の
都
市
な
の
だ
が
、
か
え

　
っ
て
田
舎
に
居
て
、
そ
の
情
報
を
ジ

　
ッ
ク
リ
整
理
し
て
形
に
あ
ら
わ
し
て

　
ゆ
け
る
の
だ
な
と
感
じ
た
。

　
後
藤
　
私
は
、
昨
年
、
新
潟
日
報
社

　
の
派
遣
で
行
っ
て
き
た
の
だ
が
、
コ

　
モ
市
が
、
十
日
町
市
の
姉
妹
都
市
だ

　
と
い
う
意
識
は
、
あ
ま
り
持
た
な
い

　
で
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
の
一
都
市
を
訪
れ

　
る
と
い
う
感
覚
で
訪
問
し
た
。
観
光

　
都
市
と
し
て
非
常
に
美
し
い
街
だ
し

　
プ
リ
ン
ト
技
術
は
世
界
で
最
高
。
人

　
口
は
十
万
人
弱
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
良
い
街
だ
と
い
う
印
象
を
受
け

た
。
十
日
町
市
の
姉
妹
都
市
と
し
て

お
つ
き
あ
い
を
し
て
い
っ
た
ら
、
十

分
吸
収
で
き
る
も
の
が
あ
る
と
思
う
。

市
長
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
の

も
の
の
考
え
方
に
は
、
基
本
的
な
違

い
が
あ
る
。
古
い
も
の
を
壊
し
て
、

よ
り
良
い
新
し
い
も
の
を
構
築
し
て

ゆ
こ
う
と
し
て
い
る
の
が
、
ア
メ
リ

カ
的
な
考
え
方
だ
し
、
逆
に
、
ヨ
ー

・
ッ
パ
で
は
、
古
い
も
の
を
温
存
さ

せ
な
が
ら
、
ど
う
現
代
に
調
和
さ
せ

る
か
を
考
え
て
い
る
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
、
コ
モ
市
は
、
ま
さ
に
そ
の

典
型
で
あ
り
、
古
い
も
の
が
、
そ
の

美
し
い
風
景
と
調
和
し
て
独
特
な
も

の
を
作
っ
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
は
、

北
部
が
工
業
都
市
で
、
南
部
が
観
光

都
市
で
あ
る
。
コ
モ
市
は
、
北
部
に

位
置
し
て
お
り
、
工
業
文
化
、
産
業

文
化
の
水
準
が
非
常
に
高
く
、
十
日

町
市
が
め
ざ
し
て
い
る
産
業
田
園
文

化
都
市
づ
く
り
と
、
コ
モ
市
の
市
づ

く
り
は
良
く
似
た
所
が
あ
り
、
十
日

町
市
の
市
づ
く
り
の
指
標
と
す
べ
き

都
市
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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心
の
こ
も
つ
た
歓
迎
を

司
会
　
今
回
の
訪
問
の
た
め
に
、
い

ろ
い
ろ
な
歓
迎
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
紹
介
と
姉
妹
都
市

の
今
後
の
あ
り
方
な
ど
を
。

佐
藤
　
今
年
の
き
も
の
ま
つ
り
は
、

成
人
式
と
ド
ッ
キ
ン
グ
さ
れ
た
し
、

コ
モ
使
節
団
の
来
市
も
あ
っ
て
非
常

に
盛
り
あ
が
っ
て
い
る
。
「
イ
タ
リ
ア

展
」
や
歩
行
者
天
国
、
民
踊
流
し
に

も
コ
モ
ム
ー
ド
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

コ
モ
の
皆
さ
ん
か
ら
十
日
町
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
市
民
か

ら
も
、
イ
タ
リ
ァ
や
コ
モ
を
理
解
し

て
も
ら
い
、
市
民
と
の
ふ
れ
あ
い
の

機
会
を
も
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
。

滝
沢
　
き
も
の
の
つ
ど
い
は
、
き
も

の
を
十
分
ア
ピ
ー
ル
し
、
良
く
見

て
も
ら
う
こ
と
が
歓
迎
に
な
る
と
考

え
て
お
り
、
皆
ん
な
が
着
物
を
着
て

い
る
つ
ど
い
を
通
し
て
、
き
も
の
の

喜
び
を
理
解
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思

っ
て
い
る
。

庭
野
　
市
が
姉
妹
都
市
の
提
け
い
を

し
て
以
来
、
ロ
ー
タ
リ
ー
も
姉
妹
ロ

ー
タ
リ
ー
の
提
け
い
を
し
た
い
と
考

え
て
い
た
。
昨
年
十
月
の
、
市
の
公

式
使
節
団
の
訪
問
に
合
わ
せ
て
手
紙

を
や
っ
た
。
先
方
か
ら
も
返
事
が
き

て
急
激
に
親
し
み
を
増
し
た
。
今
回

・
i
タ
リ
ー
会
長
も
来
て
く
れ
る
こ

と
に
な
り
、
心
を
こ
め
た
歓
迎
を
し

た
い
。

司
会
　
関
芳
さ
ん
の
工
場
見
学
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
が
。

関
ロ
　
業
界
紙
の
中
で
み
る
と
、
コ

モ
は
、
プ
リ
ン
ト
と
デ
ザ
イ
ン
が
特

に
進
ん
で
い
る
産
地
の
よ
う
だ
。

　
き
も
の
は
、
私
達
が
作
っ
て
い
る

日
本
固
有
の
文
化
で
あ
り
、
そ
れ
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
工
場

を
み
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。
プ

リ
ン
ト
と
き
も
の
は
非
常
に
違
う
と

思
う
。
そ
れ
は
、
向
う
の
服
飾
文
化

と
日
本
固
有
の
文
化
と
の
違
い
で
あ

り
、
そ
の
違
い
を
工
場
を
見
る
こ
と

で
理
解
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
う
。

コモ湖から

スイス、アルプスをのぞむ

庭野さん

前
日
に
、
き
も
の
の
つ
ど
い
や
成
人

式
で
き
も
の
姿
を
十
分
み
て
か
ら
お

い
で
い
た
だ
け
る
の
で
、
興
味
を
も

っ
て
見
て
も
ら
え
る
も
の
と
思
っ
て

い
る
。

市
長
　
昨
年
、
イ
デ
ア
・
コ
モ
展
で

山
本
寛
斎
や
森
英
恵
さ
ん
な
ど
と
会

っ
た
の
だ
が
、
多
少
異
端
で
あ
る
か

も
知
れ
な
い
が
、
あ
の
人
達
の
デ
ザ

イ
ン
カ
を
き
も
の
の
中
に
生
か
す
方

向
は
と
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

関
ロ
　
森
さ
ん
も
山
本
さ
ん
も
き
も

の
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
ま
だ
発
表

さ
れ
て
い
な
い
が
、
大
手
の
問
屋
さ

ん
で
発
表
す
る
と
い
う
情
報
を
得
て

い
る
。

市
長
　
そ
う
い
う
人
達
が
、
商
用
で

わ
ざ
わ
ざ
コ
モ
ま
で
行
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
そ
う
い
う
面
で
も
ふ
く
そ

う
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
。

関
ロ
　
コ
モ
で
生
産
さ
れ
た
も
の
か

確
認
し
て
い
な
い
が
、
向
う
で
作
ら

れ
た
商
品
の
中
に
、
日
本
の
伝
統
的

な
文
化
や
文
様
を
と
り
入
れ
た
デ
ザ

イ
ン
が
あ
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
世

界
に
も
日
本
文
化
が
す
く
な
か
ら
ず

影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
だ
。

富沢さん

滝
沢
　
商
品
に
な
っ
た
か
確
認
し
て

い
な
い
が
、
コ
モ
で
、
小
紋
の
き
も

の
の
染
色
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

関
ロ
　
十
日
町
で
は
な
い
が
、
そ
れ

は
発
売
を
し
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

市
長
　
コ
モ
市
と
の
産
業
協
力
関
係

を
確
立
す
る
こ
と
も
こ
れ
か
ら
の
テ

ー
マ
の
一
つ
だ
。

青
年
交
流
の
実
現
を

司
会
　
木
内
さ
ん
、
五
年
来
の
ペ
ン

フ
レ
ン
ド
の
ラ
ウ
ラ
ち
ゃ
ん
が
来
て

く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
。

木
内
　
コ
モ
に
は
行
っ
た
こ
と
が
な

い
し
、
ラ
ウ
ラ
さ
ん
と
は
、
文
通
を

し
て
い
た
だ
け
な
の
で
、
彼
女
に
会

っ
て
、
こ
ち
ら
の
あ
り
の
ま
ま
の
生

活
や
自
分
の
様
子
を
見
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
で
き
れ
ば
、
学

校
で
ク
ラ
ス
の
仲
間
に
も
会
っ
て
も

ら
い
た
い
。
ラ
ウ
ラ
さ
ん
も
、
是
非

十
日
町
に
来
た
い
と
い
う
希
望
を
も

っ
て
い
た
の
で
実
現
し
て
う
れ
し
い
。

富
沢
　
青
少
年
の
国
際
交
流
を
は
か

　
る
こ
と
は
青
年
会
議
所
の
大
き
な
テ

　
ー
マ
で
も
あ
り
、
今
ま
で
も
、
青
年

　
海
外
派
遣
を
実
施
し
て
き
た
。
こ
れ

　
を
機
会
に
市
で
も
、
毎
年
何
人
か
を

　
定
期
的
に
派
遣
し
、
コ
モ
市
か
ら
も

　
来
て
い
た
だ
き
た
い
。
交
流
を
実
の

　
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
、
表
面
的

　
な
つ
き
あ
い
で
な
く
、
心
と
心
の
ふ

　
れ
あ
い
、
文
化
と
文
化
と
の
交
流
が

　
望
ま
れ
る
。

．
田
村
　
私
は
一
人
の
子
供
が
い
る
が
、

　
こ
の
子
供
を
、
十
日
町
で
生
ま
れ
た

　
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、
十
日
町
を
愛

　
す
る
子
供
に
育
て
た
い
と
願
っ
て
い

　
る
。
そ
れ
が
、
ひ
い
て
は
市
の
発
展

　
に
つ
な
が
る
も
の
だ
と
思
う
。

　
　
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

　
の
十
日
町
を
支
え
て
ゆ
く
若
い
人
達

　
か
ら
、
是
非
、
コ
モ
に
行
っ
て
も
ら

　
っ
て
、
向
う
の
感
覚
を
と
り
入
れ
、

　
十
日
町
の
中
に
生
か
し
て
も
ら
い
た

　
い
。
　
「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
の

　
た
と
え
の
通
り
、
若
い
う
ち
に
行
っ

　
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
市
長
　
姉
妹
都
市
は
、
産
業
べ
：
ス

　
で
や
る
に
し
て
も
文
化
べ
ー
ス
で
や

　
る
に
し
て
も
、
そ
の
前
後
に
長
い
時

　
間
を
か
け
て
親
し
さ
を
増
し
た
り
、

んさ
心
の
交
流
を
は
か
る
と
い
う
地
道
な

口関
地
な
ら
し
の
時
間
が
必
要
だ
。

・
庭
野
　
・
ー
タ
リ
ー
に
は
、
一
年
間

んさ
学
生
を
受
け
入
れ
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

沢
の
制
度
が
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
に
は
、

滝
、
こ
ち
ら
か
ら
一
年
間
行
っ
て
も
十
分

ん
得
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
に
来

さ
村
て
も
ら
っ
て
も
、
東
京
や
新
潟
の
大

田　
学
の
講
義
を
聞
き
に
行
く
こ
と
も
出

　
来
ず
、
市
内
に
は
十
分
な
施
設
も
無

司会本田部長

い
の
で
む
つ
か
し
い
面
が
あ
る
。

田
村
　
言
葉
の
障
害
も
若
い
人
達
に

と
っ
て
は
、
そ
ん
な
に
気
に
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
若
い
人

に
は
そ
れ
を
乗
り
こ
え
る
だ
け
の
力

が
あ
る
。

木
内
　
五
年
間
に
二
十
通
近
く
の
手

紙
を
交
換
し
た
り
、
贈
り
も
の
の
や

り
と
り
を
し
た
。
若
い
人
達
か
ら
コ

モ
に
行
け
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
し
、
私
も
是
非
行
き
た
い
。

庭
野
　
私
は
一
人
旅
で
二
回
、
ヒ
ッ

ピ
ー
み
た
い
に
コ
モ
を
訪
れ
た
。
コ

モ
湖
の
素
晴
ら
し
い
景
色
を
見
た
り
、

ミ
ラ
ノ
の
界
わ
い
を
歩
い
て
い
る
と

心
が
踊
っ
て
く
る
よ
う
だ
っ
た
。
私

が
行
っ
た
の
は
四
十
代
に
な
っ
て
か

ら
だ
っ
た
が
、
も
し
十
代
に
行
っ
て

い
た
ら
私
の
人
生
は
変
わ
っ
て
い
た

と
思
う
。

市
長
　
あ
い
路
や
障
害
は
い
ろ
い
ろ

あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
を
克
服
し

て
や
る
こ
と
が
姉
妹
都
市
の
ね
ら
い

だ
。
姉
妹
都
市
は
基
本
的
に
は
人
間

交
流
だ
と
思
う
。
そ
こ
か
ら
財
を
得

る
と
か
富
を
獲
得
す
る
と
か
で
な
く

人
間
交
流
を
深
め
て
国
際
的
な
人
問

を
育
て
る
こ
と
が
大
き
な
目
的
だ
。

い
ろ
い
ろ
な
障
害
は
あ
る
だ
ろ
う
が

そ
れ
を
乗
り
こ
え
て
、
つ
ぎ
の
世
代

の
十
日
町
を
に
な
う
人
達
を
派
遣
し

て
ゆ
き
た
い
。
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鶴
鞍
　
十
日
町
観
光
協
会
が
募

撮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
集
し
て
い
た
「
第
二
回
力

猿
ラ
ー
雪
の
吉
町
写
真
コ

　
　
　
　
　
ン
テ
ス
ト
」
の
審
査
が
、

　
　
　
　
．
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、
外
石

　
　
　
ン
き
富
男
さ
ん
（
加
茂
市
）
が

熱
　
　
　
　
　
推
薦
に
な
っ
た
の
を
は
じ

　
　
　
　
　
め
、
特
選
三
点
、
入
選
二

　
　
　
　
　
十
点
、
努
力
賞
三
十
点
が

　
　
懸

　
　
　
　
　
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
応
募
点
数
は
、
五
百
八

　
　
　
、
．
毫
、
十
四
点
（
昨
年
は
三
百
四

　
　
　
　
　
十
二
点
）
で
、
内
訳
は
、

　
　
姦
カ
ラ
曳
リ
ン
ー
吾
五

螺
解
鋲
礁

懸
　
　
　
　
年
は
六
十
名
）
で
、
市
内

　
　
　
、
、
．
二
十
五
名
、
市
外
三
十
九

嶽
凝
振
瑠
曙
翻

灘
　
　
　
　
　
の
が
今
回
の
特
徴
と
も
い

　
　
　
　
　
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
審
査
に
あ
た
っ
た
中
俣r茶会③』外石富男さんの

審査会（4月22日）

正
義
さ
ん
（
日
本
写
真
協
会
員
）
は

「
昨
年
と
比
較
す
る
と
、
色
彩
が
き

れ
い
で
、
カ
ラ
ー
な
ら
で
は
の
表
現

が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

　
被
写
体
に
感
じ
た
も
の
を
心
の
中

で
把
握
し
、
見
る
人
に
そ
れ
が
伝
わ

る
よ
う
カ
メ
ラ
を
通
し
て
、
ど
の
よ

う
に
表
現
す
る
か
を
考
え
て
撮
る
と

良
い
作
品
に
な
る
。
点
数
は
増
え
て

い
る
が
市
内
の
人
の
作
品
が
も
っ
と

ほ
し
い
」
と
講
評
し
て
い
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

推
薦
　
外
石
富
男
（
加
茂
市
）

特
選
　
高
橋
亮
三
（
長
岡
市
）
　
猪

俣
三
郎
（
吉
田
町
）
　
関
口
芳
文

（
本
町
六
！
三
）

入
選
　
樋
口
信
二
（
高
田
町
三
東
）特選rフィナーレ』関ロ芳文さんの作品

竹
内
賢
一
（
川
治
下
町
二
）
　
内
田

道
幸
（
本
町
西
｛
）
　
大
島
市
士

（
本
町
四
）
　
内
田
政
雄
（
長
岡
市
）

中
村
敏
雄
（
加
茂
市
）
　
若
井
み
よ

じ
（
六
日
町
）
　
香
山
利
明
（
前
橋

市
）
　
斉
木
末
吉
（
本
町
六
－
二
）

春
川
喜
代
正
（
田
川
町
二
）
　
外
石

富
男
（
加
茂
市
）
　
皆
川
喜
八
（
三

条
市
）
　
平
沢
強
（
大
潟
町
）
　
関

口
芳
文
（
本
町
六
i
三
）
　
角
田
辰

男
（
群
馬
県
吾
妻
町
）
　
渋
木
干
次

（
吉
田
町
）
　
小
坂
幸
平
（
稲
荷
町

西
）
　
三
浦
一
夫
（
三
鷹
市
）

以
上
の
ほ
か
に
、
三
十
点
の
努
力
賞

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

地
方
税
法
改
正
に
伴
い
市
税
条
例
を
改
正

　
地
方
税
法
が
国
会
で
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
四
月
二
十
日
臨
時
市

議、

会
を
開
会
し
、
市
税
条
例
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
主
な
改
正
要
点

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
軽
自
動
車
税
関
係

　
四
輪
の
軽
自
動
車
お
よ
び
二
輪
の

小
型
自
動
車
等
に
つ
い
て
は
、
従
来

賦
課
期
日
（
四
月
一
日
）
以
後
に
異

動
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
月
割
課
税

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
五
十
六
年

『
御
陣
荘
』
の
ご
利
用
を

　
　
　
　
　
ー
駐
車
場
が
完
成
し
ま
し
た
ー

　
恵
ま
れ
た
自
然
と
素
晴
ら
し
い
環

境
の
中
で
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
御
陣
荘
」
は
、
皆
さ
ん
の
憩
の
場

と
し
て
、
昭
和
四
十
八
年
五
月
に
開

設
さ
れ
て
以
来
、
八
年
間
に
わ
た
り

約
十
万
九
千
五
百
人
の
方
々
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
利
用
者
の
皆
さ

さ
ん
の
ご
要
望
に
お
答
え
し
て
、
昨

年
十
月
か
ら
工
事
を
進
め
て
い
ま
し

た
駐
車
場
（
収
容
台
数
は
三
十
台
）

が
、
こ
の
程
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
健
康
の
保
持
と
増
進

そ
し
て
憩
の
場
と
し
て
、
ご
家
族
、

団
体
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
〔
参
考
ー
i
昨
年
度
利
用
者
数
〕

〇
十
日
町
市
　
千
二
百
二
十
二
人

○
川
西
町
　
百
二
十
六
人
　
○
津
南

町
　
一
万
七
百
人
　
o
中
里
村
　
三

百
三
十
六
人
　
○
そ
の
他
　
三
百
二

十
一
人
　
合
計
　
一
万
二
千
七
百
五
人

■
使
用
料

カプ暖
ラレ
　イ
オヤ

ケ1房
セ使
ツ用

ト料料

各室を専用使用するとき 団
体

個
人　大会　　相老研ク

　　　〃談
．広議＿……人修ラ
　　』二一　　　　ブ

　間室量琶室室室

はや但一
半身し人
額体’に
　障七つ
　害十き
　者歳
　手以
　帳上一
　所の二
　持か○
　者た円

はや但小犬
半身し
額体’人人
　障七
　害十
　者歳
　手以
　帳上　一
　所の七五
　持か○○
　者た円円

一
　
一
回
　
人
二
〇
　
五
〇
　
〇
円
　
円

　　　　　　　一〃　　〃　　〃　　〃　　〃　　〃　　〃

　　　　　　　日
＝…モーて　　てて

五五四五五二二五
〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇
円円円円円円円円

度
よ
り
月
割
課
税
が
廃
止
と
な
り
ま

す
。
　
な
お
、
月
割
課
税
が
廃
止
と
な
っ

て
も
、
異
動
申
告
は
忘
れ
ず
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
・
県
民
税
関
係

　
個
人
市
民
税
の
均
等
割
の
税
率

（
額
）
千
五
百
円
が
五
十
六
年
度
よ
り

干
円
と
な
り
ま
す
。

　
個
人
市
民
税
均
等
割
の
非
課
税
範

囲
の
所
得
額
を
十
七
万
六
千
円
が
十

八
万
四
千
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
五
十
六
年
度
に
限
り
、
個
人
市
民

税
所
得
割
の
非
課
税
制
度
を
設
け
、

二
十
七
万
円
ま
で
の
所
得
に
つ
い
て

は
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

　
非
課
税
限
度
額
が
設
け
ら
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
限
度
額
を
わ
ず
か
に
上

回
る
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
層
の
不
均
衡

を
な
く
す
た
め
の
調
整
措
置
も
行
わ

れ
ま
す
。

　
な
お
、
　
「
み
な
し
法
人
」
の
個
人

分
に
つ
い
て
も
所
得
割
の
非
課
税
等

が
適
用
に
な
り
ま
す
。

　
均
等
割
・
所
得
割
の
非
課
税
対
象

者
に
該
当
す
る
者
の
計
算
方
法
は
、

つ
ぎ
の
算
式
に
ょ
り
判
定
し
ま
す
。

｛
輩
轟
鞍
羅
聾
£

　
　
　
　
魅
灘
鞭
κ
む
O
蛾
呼
。

　
個
人
市
民
税
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

昭
和
五
十
六
年
度
分
の
課
税
か
ら
と

し
て
、
昭
和
五
十
五
年
以
前
の
分
は

旧
条
例
に
よ
り
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
法
人
市
民
税
の
均
等
割
課
税
標
準

の
算
出
基
礎
に
、
資
本
積
立
金
が
加

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
法
人
市
民
税
法
人
割
の
税
率
十
四
・

五
％
を
○
・
二
％
引
上
げ
十
四
・
七

％
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
法
人
市
民
税
の
均
等
割
の
改
正
に

つ
い
て
は
、
四
月
一
日
以
後
の
決
算

の
法
人
か
ら
適
用
し
、
法
人
市
民
税

法
人
割
の
税
率
改
正
部
分
は
、
八
月

囎
日
以
後
の
決
算
の
法
人
か
ら
適
用

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
適
用
以
前
の
法
人
に
つ
い

て
は
、
旧
条
例
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
関
係

　
新
築
住
宅
に
対
す
る
固
定
資
産
税

の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
百

㎡
以
下
の
新
築
住
宅
に
対
し
て
、
三

年
間
（
中
高
層
耐
火
建
築
物
で
地
上

三
階
以
上
は
五
年
問
）
固
定
資
産
税

が
二
分
の
一
に
軽
減
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
昭
和
五
十
五
年
一
月
二
日
以

後
の
建
築
分
の
住
宅
に
対
し
て
は
、

床
面
積
の
範
囲
が
百
六
十
五
㎡
以
下

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
軽
減

の
対
象
と
な
る
床
面
積
は
、
従
来
ど

お
り
百
㎡
が
限
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〔
趣
〕
一
N
㎝
試
4
囲
蔚
矯
鰍
毫
一
〇
司
ヨ
s
宙

　
　
鵡
嘩
顯
満
C
葎
薮
ゆ

一
§
旧
×
龍
”
。
。
司
旧
…
－
顧
葦
瀞
灘
錨

。。

司
旧
×
峠
肪
直
司
旧
…
ン
諭
嬉
灘
懲

一
〇
司
玉
1
“
削
コ
”
①
司
甲
－
圏
蔚
矯
函
灘
轍

詳
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
税
務
課

（
8
七
－
三
二
一
番
内
線
二
〇
六
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
大
型
車
通
行
止
と
一
方
通
行
ー
ー
国
道
『
一
七
号
本
町
～
四
日
町
地
内
（
5
／
侶
～
7
／
引
終
日
）

　
　
　
　
　
主
要
迂
回
路
に
は
本
町
西
線
・
新
座
線
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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㊥
面
O
㊥
⑤
⑱
●
0
⑤

　
　
国
民
年
金
・
農
業
者
年
金

　
　
　
　
　
　
　
再
取
得
の
手
続
き
を
〃
”

　
出
稼
ぎ
に
出
ら
れ
た
か
た
が
、
ふ

る
さ
と
に
帰
っ
て
来
る
時
期
で
す
が
、

出
稼
ぎ
か
ら
帰
っ
て
農
業
経
営
に
戻

ら
れ
た
と
き
は
、
再
び
国
民
年
金
・

農
業
者
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
出
稼
ぎ
先
の

会
社
等
を
や
め
る
と
き
の
手
続
き
、

（
厚
生
年
金
等
被
用
者
年
金
喪
失
の

手
続
き
）
は
、
会
社
等
が
行
っ
て
く

れ
ま
す
が
、
国
民
年
金
・
農
業
者
年

金
の
再
加
入
の
手
続
き
は
、
本
人
が

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
出
稼
ぎ
か
ら
帰
っ
て
も
、
こ
の
再

加
入
の
手
続
き
を
う
っ
か
り
忘
れ
て

し
ま
う
と
、
将
来
、
受
給
権
が
な
く

な
っ
た
り
、
年
金
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
出
稼
ぎ
か
ら
帰
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
国
民
年
金
再
加
入
の
手
続
き

と
、
農
業
者
年
金
資
格
取
得
届
を
つ

ぎ
の
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

★
国
民
年
金
再
加
入
は
、
市
役
所
市

　
　
　
　
　
　
　
ロ

垂
㎜

　
　
ロ

　
　
。
　
　
　
　
　
■

　
　
。
　
　
　
　
■

　
　
◎
　
　
　
■

民
生
活
課
年
金
係
。

★
農
業
者
年
金
資
格
取
得
届
は
、
市

農
協
金
融
課
．

　
な
お
、
出
稼
ぎ
期
間
が
、
短
期
被

用
者
年
金
期
間
に
該
当
す
る
と
き
は
、

被
用
者
年
金
加
入
期
間
証
明
書
（
出

稼
ぎ
先
の
事
業
主
が
証
明
し
た
も
の
）

を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
証
明
書
が
あ
る
と
被
用
者
年

金
に
加
入
し
て
い
た
期
間
も
、
年
金

給
付
の
期
間
に
通
算
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
被
用
者
年
金
に
加
入
し
て
い

た
期
間
が
、
八
カ
月
以
内
で
あ
る
こ

と
等
の
要
件
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
短
期
被
用
者
年
金
加

入
期
間
証
明
書
は
、
市
農
協
も
し
く

は
、
市
民
生
活
課
年
金
係
へ
お
持
ち

願
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

在
宅
精
神
薄
弱
者

「
青
年
学
級
」
を
開
設

　
ー
六
花
園
（
堀
之
内
町
）
1

　
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
「
六
花
園
」

で
は
、
十
八
歳
以
上
の
精
神
薄
弱
者

で
自
力
も
し
く
は
保
護
者
が
付
き
添

っ
て
来
園
可
能
の
人
を
対
象
に
ず
仲

間
づ
く
り
、
交
流
の
場
を
つ
く
る
た

め
「
青
年
学
級
」
を
開
催
（
四
月
か

ら
一
年
間
）
し
て
い
ま
す
．

　
受
講
料
は
無
料
で
、
体
育
・
レ
ク
・

生
活
訓
練
な
ど
の
学
習
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
．
申
し
込
み
と
詳
細
に
つ

い
て
は
六
花
園
（
盈
〇
二
五
七
九
四

－
三
九
八
O
番
）
へ
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
下
水
道
管
渠
工
事
始
ま
る
◎

とおガ夢3㎝

　
第
十
四
回
市
展
は
、
十
月
九
日
～

十
一
日
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
市
公
民
館
で
は
、
今
年
度
の
市

展
ポ
ス
タ
ー
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集

し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ふ
る
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

圏
内
容
…
市
展
ポ
ス
タ
ー
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
。

ω
大
き
さ
　
B
3
判
（
大
洋
紙
の
⊥
4

約
三
十
九
飛
ン
材
×
五
十
四
弛
．
材
）

鋤
色
　
地
色
を
含
め
三
色
以
内

⑥
使
用
文
字
　
　
「
第
14
回
」
「
市
展
」

■
締
切
日
　
六
月
三
十
日
㈹

ロ
宛
先
　
十
日
町
市
公
民
館
市
展
係

（
学
校
町
二
・
8
七
－
五
〇
一
一
番
）

■
審
査
　
市
展
運
営
委
員

■
賞
・
発
表
　
入
選
一
点
（
賞
金
一

万
円
）
　
佳
作
数
点
（
賞
品
）

　
入
選
作
品
は
「
第
十
四
回
市
展
ポ

ス
タ
ー
」
と
し
て
印
刷
し
、
市
内
に

掲
示
し
ま
す
。

■
そ
の
他
　
O
D
原
画
を
一
部
修
正
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ω
作
品
は
返

却
し
な
い
。
⑥
応
募
作
品
の
版
権
は

十
日
町
市
公
民
館
に
帰
属
し
ま
す
。

　
市
下
水
道
課
で
は
、
昭
和
五
十
八

年
度
一
部
供
用
開
始
を
目
途
に
、
管

渠
の
布
設
工
事
も
着
々
と
進
行
し
て

お
り
ま
す
が
、
本
年
度
布
設
工
事
が

五
月
中
旬
よ
り
開
始
さ
れ
ま
す
。

（
後
日
、
実
施
町
内
に
は
設
明
会
を

開
き
ま
す
。
）
工
事
期
間
中
は
、
区
域

町　名 工事期間 請負者

昭和町4 9月28日まで 越路建設㈱

駅　通　り 9月18日まで ㈱植木組

本町1下 11月27日まで 南雲土建㈱

泉　　　町 11月27目まで 平和水管㈱

山本町2 8月29日まで ㈱村山土建

本町6～1 8月19日まで ㈱丸山工務所

■
道
路
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
人
へ
お
願
い

内
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
不
便
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
工
事
期
間
中
は
、
現
場
に

近
寄
る
と
大
変
危
険
で
す
の
で
通
行

等
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

下
水
道
資
格
試
験

　
責
任
技
術
者
・
主
任
配
管
工

　
各
家
庭
か
ら
の
汚
水
を
下
水
道
管

に
接
続
す
る
た
め
の
工
事
に
伴
う
、

責
任
技
術
者
・
主
任
配
管
工
の
資
格

試
験
を
六
月
十
四
日
に
実
施
し
ま
す

が
、
受
付
期
間
は
、
五
月
十
八
日
か

ら
二
十
五
目
（
当
、
日
消
印
有
効
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
四
月
ニ

ナ
五
日
付
お
知
ら
せ
版
に
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
で
考
え
よ
う
　
　
　
ω

　
　
国
際
障
害
者
年

”
点
訳
奉
仕
グ
ル
ー
プ

　
ー
明
窓
会
ー
の

　
　
　
　
　
　
活
動
か
ら
“

　
　
小
杉
洋
司
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
リ
ー
ダ
ー
）

　
盲
人
に
も
見
る
権
利
が
あ
る
、
盲

人
も
私
た
ち
と
同
様
に
外
を
見
ら
れ

る
よ
う
に
窓
を
あ
け
よ
う
、
と
気
負

い
な
が
ら
会
が
発
足
し
て
八
年
。
当

初
の
市
町
村
の
広
報
紙
か
ら
、
現
在

は
カ
レ
ン
ダ
ー
を
中
心
に
辞
典
や
文

集
の
点
訳
を
し
な
が
ら
盲
人
の
か
た

と
ふ
れ
合
う
機
会
も
増
え
て
感
じ
る

事
は
、
そ
の
知
識
欲
の
旺
盛
さ
で
す
。

　
そ
れ
は
裏
返
せ
ば
、
盲
人
に
伝
わ

る
情
報
が
少
な
い
と
い
う
事
で
す
。

懸
命
に
仕
事
を
し
、
趣
味
を
持
ち
、

屋
根
雪
の
除
雪
を
す
る
人
も
あ
り
、

晴
眼
者
と
同
様
に
社
会
生
活
を
営
む

盲
人
た
ち
が
、
こ
の
情
報
化
社
会
の

中
で
ほ
ん
の
少
量
の
情
報
し
か
、
そ

れ
も
全
く
受
身
的
に
し
か
得
ら
れ
な

い
と
い
う
事
は
、
読
書
好
き
の
私
か

ら
す
れ
ば
ど
ん
な
に
か
無
念
で
あ
る

か
と
思
う
の
で
す
。

　
点
訳
活
動
を
続
け
て
き
て
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
行
政
の
怠
慢
を
助
長
す

る
も
の
」
　
「
障
害
者
差
別
の
状
況
を

覆
い
隠
す
も
の
」
と
い
う
批
判
を
何

回
も
受
け
、
そ
れ
に
反
論
で
き
る
理

論
も
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の

呼
び
か
け
に
も
腰
の
重
い
人
が
多
く

必
ず
道
路
の
右
側
を
走
る
こ
と
〃
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
点

残
念
で
す
が
、
　
「
障
害
者
で
あ
る
事

は
恥
で
は
な
い
、
生
き
て
い
く
の
に

ち
ょ
っ
と
不
便
な
だ
け
」
と
い
う
障

害
者
自
身
の
言
葉
を
し
っ
か
り
と
受

け
と
め
て
み
れ
ば
、
気
持
ち
は
ず
っ
と

軽
く
な
る
は
ず
で
す
。
障
害
者
も
同

じ
人
問
、
と
理
解
で
き
れ
ば
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ァ
は
特
別
な
行
為
で
は
な
く
て

隣
人
に
ち
ょ
っ
と
声
を
か
け
る
事
な

の
だ
、
と
も
理
解
で
き
る
筈
で
す
。

　
障
害
を
生
み
出
す
も
の
は
、
戦
争

と
貧
困
、
さ
ら
に
経
済
的
繁
栄
も
ま

た
そ
う
で
あ
る
、
と
い
う
皮
肉
な
こ

の
社
会
で
明
日
の
障
害
者
は
私
た
ち

自
身
で
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
人
間
は
相
み
た
が
い
。
無
理
せ
ず

あ
せ
ら
ず
出
会
い
の
場
を
広
げ
、
固

め
て
ゆ
き
た
い
。

　
明
窓
会
の
一
方
的
押
し
つ
け
奉
仕

状
況
か
ら
、
盲
人
の
か
た
た
ち
が
点

訳
普
及
運
動
を
広
げ
よ
う
と
声
が
出

る
よ
う
に
な
り
、
一
歩
前
進
で
き
た

よ
う
な
気
が
す
る
こ
の
頃
で
す
。



、
o
o
偽
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鶴
鞍
　
十
日
町
観
光
協
会
が
募

撮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
集
し
て
い
た
「
第
二
回
力

猿
ラ
ー
雪
の
吉
町
写
真
コ

　
　
　
　
　
ン
テ
ス
ト
」
の
審
査
が
、

　
　
　
　
．
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、
外
石

　
　
　
ン
き
富
男
さ
ん
（
加
茂
市
）
が

熱
　
　
　
　
　
推
薦
に
な
っ
た
の
を
は
じ

　
　
　
　
　
め
、
特
選
三
点
、
入
選
二

　
　
　
　
　
十
点
、
努
力
賞
三
十
点
が

　
　
懸

　
　
　
　
　
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
応
募
点
数
は
、
五
百
八

　
　
　
、
．
毫
、
十
四
点
（
昨
年
は
三
百
四

　
　
　
　
　
十
二
点
）
で
、
内
訳
は
、

　
　
姦
カ
ラ
曳
リ
ン
ー
吾
五

螺
解
鋲
礁

懸
　
　
　
　
年
は
六
十
名
）
で
、
市
内

　
　
　
、
、
．
二
十
五
名
、
市
外
三
十
九

嶽
凝
振
瑠
曙
翻

灘
　
　
　
　
　
の
が
今
回
の
特
徴
と
も
い

　
　
　
　
　
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
審
査
に
あ
た
っ
た
中
俣r茶会③』外石富男さんの

審査会（4月22日）

正
義
さ
ん
（
日
本
写
真
協
会
員
）
は

「
昨
年
と
比
較
す
る
と
、
色
彩
が
き

れ
い
で
、
カ
ラ
ー
な
ら
で
は
の
表
現

が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

　
被
写
体
に
感
じ
た
も
の
を
心
の
中

で
把
握
し
、
見
る
人
に
そ
れ
が
伝
わ

る
よ
う
カ
メ
ラ
を
通
し
て
、
ど
の
よ

う
に
表
現
す
る
か
を
考
え
て
撮
る
と

良
い
作
品
に
な
る
。
点
数
は
増
え
て

い
る
が
市
内
の
人
の
作
品
が
も
っ
と

ほ
し
い
」
と
講
評
し
て
い
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

推
薦
　
外
石
富
男
（
加
茂
市
）

特
選
　
高
橋
亮
三
（
長
岡
市
）
　
猪

俣
三
郎
（
吉
田
町
）
　
関
口
芳
文

（
本
町
六
！
三
）

入
選
　
樋
口
信
二
（
高
田
町
三
東
）特選rフィナーレ』関ロ芳文さんの作品

竹
内
賢
一
（
川
治
下
町
二
）
　
内
田

道
幸
（
本
町
西
｛
）
　
大
島
市
士

（
本
町
四
）
　
内
田
政
雄
（
長
岡
市
）

中
村
敏
雄
（
加
茂
市
）
　
若
井
み
よ

じ
（
六
日
町
）
　
香
山
利
明
（
前
橋

市
）
　
斉
木
末
吉
（
本
町
六
－
二
）

春
川
喜
代
正
（
田
川
町
二
）
　
外
石

富
男
（
加
茂
市
）
　
皆
川
喜
八
（
三

条
市
）
　
平
沢
強
（
大
潟
町
）
　
関

口
芳
文
（
本
町
六
i
三
）
　
角
田
辰

男
（
群
馬
県
吾
妻
町
）
　
渋
木
干
次

（
吉
田
町
）
　
小
坂
幸
平
（
稲
荷
町

西
）
　
三
浦
一
夫
（
三
鷹
市
）

以
上
の
ほ
か
に
、
三
十
点
の
努
力
賞

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

地
方
税
法
改
正
に
伴
い
市
税
条
例
を
改
正

　
地
方
税
法
が
国
会
で
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
四
月
二
十
日
臨
時
市

議、

会
を
開
会
し
、
市
税
条
例
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
主
な
改
正
要
点

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
軽
自
動
車
税
関
係

　
四
輪
の
軽
自
動
車
お
よ
び
二
輪
の

小
型
自
動
車
等
に
つ
い
て
は
、
従
来

賦
課
期
日
（
四
月
一
日
）
以
後
に
異

動
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
月
割
課
税

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
五
十
六
年

『
御
陣
荘
』
の
ご
利
用
を

　
　
　
　
　
ー
駐
車
場
が
完
成
し
ま
し
た
ー

　
恵
ま
れ
た
自
然
と
素
晴
ら
し
い
環

境
の
中
で
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
御
陣
荘
」
は
、
皆
さ
ん
の
憩
の
場

と
し
て
、
昭
和
四
十
八
年
五
月
に
開

設
さ
れ
て
以
来
、
八
年
間
に
わ
た
り

約
十
万
九
千
五
百
人
の
方
々
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
利
用
者
の
皆
さ

さ
ん
の
ご
要
望
に
お
答
え
し
て
、
昨

年
十
月
か
ら
工
事
を
進
め
て
い
ま
し

た
駐
車
場
（
収
容
台
数
は
三
十
台
）

が
、
こ
の
程
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
健
康
の
保
持
と
増
進

そ
し
て
憩
の
場
と
し
て
、
ご
家
族
、

団
体
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
〔
参
考
ー
i
昨
年
度
利
用
者
数
〕

〇
十
日
町
市
　
千
二
百
二
十
二
人

○
川
西
町
　
百
二
十
六
人
　
○
津
南

町
　
一
万
七
百
人
　
o
中
里
村
　
三

百
三
十
六
人
　
○
そ
の
他
　
三
百
二

十
一
人
　
合
計
　
一
万
二
千
七
百
五
人

■
使
用
料

カプ暖
ラレ
　イ
オヤ

ケ1房
セ使
ツ用

ト料料

各室を専用使用するとき 団
体

個
人　大会　　相老研ク

　　　〃談
．広議＿……人修ラ
　　』二一　　　　ブ

　間室量琶室室室

はや但一
半身し人
額体’に
　障七つ
　害十き
　者歳
　手以
　帳上一
　所の二
　持か○
　者た円

はや但小犬
半身し
額体’人人
　障七
　害十
　者歳
　手以
　帳上　一
　所の七五
　持か○○
　者た円円

一
　
一
回
　
人
二
〇
　
五
〇
　
〇
円
　
円

　　　　　　　一〃　　〃　　〃　　〃　　〃　　〃　　〃

　　　　　　　日
＝…モーて　　てて

五五四五五二二五
〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇
円円円円円円円円

度
よ
り
月
割
課
税
が
廃
止
と
な
り
ま

す
。
　
な
お
、
月
割
課
税
が
廃
止
と
な
っ

て
も
、
異
動
申
告
は
忘
れ
ず
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
・
県
民
税
関
係

　
個
人
市
民
税
の
均
等
割
の
税
率

（
額
）
千
五
百
円
が
五
十
六
年
度
よ
り

干
円
と
な
り
ま
す
。

　
個
人
市
民
税
均
等
割
の
非
課
税
範

囲
の
所
得
額
を
十
七
万
六
千
円
が
十

八
万
四
千
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
五
十
六
年
度
に
限
り
、
個
人
市
民

税
所
得
割
の
非
課
税
制
度
を
設
け
、

二
十
七
万
円
ま
で
の
所
得
に
つ
い
て

は
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

　
非
課
税
限
度
額
が
設
け
ら
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
限
度
額
を
わ
ず
か
に
上

回
る
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
層
の
不
均
衡

を
な
く
す
た
め
の
調
整
措
置
も
行
わ

れ
ま
す
。

　
な
お
、
　
「
み
な
し
法
人
」
の
個
人

分
に
つ
い
て
も
所
得
割
の
非
課
税
等

が
適
用
に
な
り
ま
す
。

　
均
等
割
・
所
得
割
の
非
課
税
対
象

者
に
該
当
す
る
者
の
計
算
方
法
は
、

つ
ぎ
の
算
式
に
ょ
り
判
定
し
ま
す
。

｛
輩
轟
鞍
羅
聾
£

　
　
　
　
魅
灘
鞭
κ
む
O
蛾
呼
。

　
個
人
市
民
税
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

昭
和
五
十
六
年
度
分
の
課
税
か
ら
と

し
て
、
昭
和
五
十
五
年
以
前
の
分
は

旧
条
例
に
よ
り
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
法
人
市
民
税
の
均
等
割
課
税
標
準

の
算
出
基
礎
に
、
資
本
積
立
金
が
加

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
法
人
市
民
税
法
人
割
の
税
率
十
四
・

五
％
を
○
・
二
％
引
上
げ
十
四
・
七

％
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
法
人
市
民
税
の
均
等
割
の
改
正
に

つ
い
て
は
、
四
月
一
日
以
後
の
決
算

の
法
人
か
ら
適
用
し
、
法
人
市
民
税

法
人
割
の
税
率
改
正
部
分
は
、
八
月

囎
日
以
後
の
決
算
の
法
人
か
ら
適
用

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
適
用
以
前
の
法
人
に
つ
い

て
は
、
旧
条
例
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
関
係

　
新
築
住
宅
に
対
す
る
固
定
資
産
税

の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
百

㎡
以
下
の
新
築
住
宅
に
対
し
て
、
三

年
間
（
中
高
層
耐
火
建
築
物
で
地
上

三
階
以
上
は
五
年
問
）
固
定
資
産
税

が
二
分
の
一
に
軽
減
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
昭
和
五
十
五
年
一
月
二
日
以

後
の
建
築
分
の
住
宅
に
対
し
て
は
、

床
面
積
の
範
囲
が
百
六
十
五
㎡
以
下

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
軽
減

の
対
象
と
な
る
床
面
積
は
、
従
来
ど

お
り
百
㎡
が
限
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〔
趣
〕
一
N
㎝
試
4
囲
蔚
矯
鰍
毫
一
〇
司
ヨ
s
宙

　
　
鵡
嘩
顯
満
C
葎
薮
ゆ

一
§
旧
×
龍
”
。
。
司
旧
…
－
顧
葦
瀞
灘
錨

。。

司
旧
×
峠
肪
直
司
旧
…
ン
諭
嬉
灘
懲

一
〇
司
玉
1
“
削
コ
”
①
司
甲
－
圏
蔚
矯
函
灘
轍

詳
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
税
務
課

（
8
七
－
三
二
一
番
内
線
二
〇
六
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
大
型
車
通
行
止
と
一
方
通
行
ー
ー
国
道
『
一
七
号
本
町
～
四
日
町
地
内
（
5
／
侶
～
7
／
引
終
日
）

　
　
　
　
　
主
要
迂
回
路
に
は
本
町
西
線
・
新
座
線
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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国
民
年
金
・
農
業
者
年
金

　
　
　
　
　
　
　
再
取
得
の
手
続
き
を
〃
”

　
出
稼
ぎ
に
出
ら
れ
た
か
た
が
、
ふ

る
さ
と
に
帰
っ
て
来
る
時
期
で
す
が
、

出
稼
ぎ
か
ら
帰
っ
て
農
業
経
営
に
戻

ら
れ
た
と
き
は
、
再
び
国
民
年
金
・

農
業
者
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
出
稼
ぎ
先
の

会
社
等
を
や
め
る
と
き
の
手
続
き
、

（
厚
生
年
金
等
被
用
者
年
金
喪
失
の

手
続
き
）
は
、
会
社
等
が
行
っ
て
く

れ
ま
す
が
、
国
民
年
金
・
農
業
者
年

金
の
再
加
入
の
手
続
き
は
、
本
人
が

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
出
稼
ぎ
か
ら
帰
っ
て
も
、
こ
の
再

加
入
の
手
続
き
を
う
っ
か
り
忘
れ
て

し
ま
う
と
、
将
来
、
受
給
権
が
な
く

な
っ
た
り
、
年
金
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
出
稼
ぎ
か
ら
帰
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
国
民
年
金
再
加
入
の
手
続
き

と
、
農
業
者
年
金
資
格
取
得
届
を
つ

ぎ
の
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

★
国
民
年
金
再
加
入
は
、
市
役
所
市

　
　
　
　
　
　
　
ロ

垂
㎜

　
　
ロ

　
　
。
　
　
　
　
　
■

　
　
。
　
　
　
　
■

　
　
◎
　
　
　
■

民
生
活
課
年
金
係
。

★
農
業
者
年
金
資
格
取
得
届
は
、
市

農
協
金
融
課
．

　
な
お
、
出
稼
ぎ
期
間
が
、
短
期
被

用
者
年
金
期
間
に
該
当
す
る
と
き
は
、

被
用
者
年
金
加
入
期
間
証
明
書
（
出

稼
ぎ
先
の
事
業
主
が
証
明
し
た
も
の
）

を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
証
明
書
が
あ
る
と
被
用
者
年

金
に
加
入
し
て
い
た
期
間
も
、
年
金

給
付
の
期
間
に
通
算
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
被
用
者
年
金
に
加
入
し
て
い

た
期
間
が
、
八
カ
月
以
内
で
あ
る
こ

と
等
の
要
件
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
短
期
被
用
者
年
金
加

入
期
間
証
明
書
は
、
市
農
協
も
し
く

は
、
市
民
生
活
課
年
金
係
へ
お
持
ち

願
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

在
宅
精
神
薄
弱
者

「
青
年
学
級
」
を
開
設

　
ー
六
花
園
（
堀
之
内
町
）
1

　
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
「
六
花
園
」

で
は
、
十
八
歳
以
上
の
精
神
薄
弱
者

で
自
力
も
し
く
は
保
護
者
が
付
き
添

っ
て
来
園
可
能
の
人
を
対
象
に
ず
仲

間
づ
く
り
、
交
流
の
場
を
つ
く
る
た

め
「
青
年
学
級
」
を
開
催
（
四
月
か

ら
一
年
間
）
し
て
い
ま
す
．

　
受
講
料
は
無
料
で
、
体
育
・
レ
ク
・

生
活
訓
練
な
ど
の
学
習
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
．
申
し
込
み
と
詳
細
に
つ

い
て
は
六
花
園
（
盈
〇
二
五
七
九
四

－
三
九
八
O
番
）
へ
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
下
水
道
管
渠
工
事
始
ま
る
◎

とおガ夢3㎝

　
第
十
四
回
市
展
は
、
十
月
九
日
～

十
一
日
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
市
公
民
館
で
は
、
今
年
度
の
市

展
ポ
ス
タ
ー
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集

し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ふ
る
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

圏
内
容
…
市
展
ポ
ス
タ
ー
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
。

ω
大
き
さ
　
B
3
判
（
大
洋
紙
の
⊥
4

約
三
十
九
飛
ン
材
×
五
十
四
弛
．
材
）

鋤
色
　
地
色
を
含
め
三
色
以
内

⑥
使
用
文
字
　
　
「
第
14
回
」
「
市
展
」

■
締
切
日
　
六
月
三
十
日
㈹

ロ
宛
先
　
十
日
町
市
公
民
館
市
展
係

（
学
校
町
二
・
8
七
－
五
〇
一
一
番
）

■
審
査
　
市
展
運
営
委
員

■
賞
・
発
表
　
入
選
一
点
（
賞
金
一

万
円
）
　
佳
作
数
点
（
賞
品
）

　
入
選
作
品
は
「
第
十
四
回
市
展
ポ

ス
タ
ー
」
と
し
て
印
刷
し
、
市
内
に

掲
示
し
ま
す
。

■
そ
の
他
　
O
D
原
画
を
一
部
修
正
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ω
作
品
は
返

却
し
な
い
。
⑥
応
募
作
品
の
版
権
は

十
日
町
市
公
民
館
に
帰
属
し
ま
す
。

　
市
下
水
道
課
で
は
、
昭
和
五
十
八

年
度
一
部
供
用
開
始
を
目
途
に
、
管

渠
の
布
設
工
事
も
着
々
と
進
行
し
て

お
り
ま
す
が
、
本
年
度
布
設
工
事
が

五
月
中
旬
よ
り
開
始
さ
れ
ま
す
。

（
後
日
、
実
施
町
内
に
は
設
明
会
を

開
き
ま
す
。
）
工
事
期
間
中
は
、
区
域

町　名 工事期間 請負者

昭和町4 9月28日まで 越路建設㈱

駅　通　り 9月18日まで ㈱植木組

本町1下 11月27日まで 南雲土建㈱

泉　　　町 11月27目まで 平和水管㈱

山本町2 8月29日まで ㈱村山土建

本町6～1 8月19日まで ㈱丸山工務所

■
道
路
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
人
へ
お
願
い

内
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
不
便
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
工
事
期
間
中
は
、
現
場
に

近
寄
る
と
大
変
危
険
で
す
の
で
通
行

等
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

下
水
道
資
格
試
験

　
責
任
技
術
者
・
主
任
配
管
工

　
各
家
庭
か
ら
の
汚
水
を
下
水
道
管

に
接
続
す
る
た
め
の
工
事
に
伴
う
、

責
任
技
術
者
・
主
任
配
管
工
の
資
格

試
験
を
六
月
十
四
日
に
実
施
し
ま
す

が
、
受
付
期
間
は
、
五
月
十
八
日
か

ら
二
十
五
目
（
当
、
日
消
印
有
効
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
四
月
ニ

ナ
五
日
付
お
知
ら
せ
版
に
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
で
考
え
よ
う
　
　
　
ω

　
　
国
際
障
害
者
年

”
点
訳
奉
仕
グ
ル
ー
プ

　
ー
明
窓
会
ー
の

　
　
　
　
　
　
活
動
か
ら
“

　
　
小
杉
洋
司
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
リ
ー
ダ
ー
）

　
盲
人
に
も
見
る
権
利
が
あ
る
、
盲

人
も
私
た
ち
と
同
様
に
外
を
見
ら
れ

る
よ
う
に
窓
を
あ
け
よ
う
、
と
気
負

い
な
が
ら
会
が
発
足
し
て
八
年
。
当

初
の
市
町
村
の
広
報
紙
か
ら
、
現
在

は
カ
レ
ン
ダ
ー
を
中
心
に
辞
典
や
文

集
の
点
訳
を
し
な
が
ら
盲
人
の
か
た

と
ふ
れ
合
う
機
会
も
増
え
て
感
じ
る

事
は
、
そ
の
知
識
欲
の
旺
盛
さ
で
す
。

　
そ
れ
は
裏
返
せ
ば
、
盲
人
に
伝
わ

る
情
報
が
少
な
い
と
い
う
事
で
す
。

懸
命
に
仕
事
を
し
、
趣
味
を
持
ち
、

屋
根
雪
の
除
雪
を
す
る
人
も
あ
り
、

晴
眼
者
と
同
様
に
社
会
生
活
を
営
む

盲
人
た
ち
が
、
こ
の
情
報
化
社
会
の

中
で
ほ
ん
の
少
量
の
情
報
し
か
、
そ

れ
も
全
く
受
身
的
に
し
か
得
ら
れ
な

い
と
い
う
事
は
、
読
書
好
き
の
私
か

ら
す
れ
ば
ど
ん
な
に
か
無
念
で
あ
る

か
と
思
う
の
で
す
。

　
点
訳
活
動
を
続
け
て
き
て
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
行
政
の
怠
慢
を
助
長
す

る
も
の
」
　
「
障
害
者
差
別
の
状
況
を

覆
い
隠
す
も
の
」
と
い
う
批
判
を
何

回
も
受
け
、
そ
れ
に
反
論
で
き
る
理

論
も
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の

呼
び
か
け
に
も
腰
の
重
い
人
が
多
く

必
ず
道
路
の
右
側
を
走
る
こ
と
〃
”
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」
点

残
念
で
す
が
、
　
「
障
害
者
で
あ
る
事

は
恥
で
は
な
い
、
生
き
て
い
く
の
に

ち
ょ
っ
と
不
便
な
だ
け
」
と
い
う
障

害
者
自
身
の
言
葉
を
し
っ
か
り
と
受

け
と
め
て
み
れ
ば
、
気
持
ち
は
ず
っ
と

軽
く
な
る
は
ず
で
す
。
障
害
者
も
同

じ
人
問
、
と
理
解
で
き
れ
ば
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ァ
は
特
別
な
行
為
で
は
な
く
て

隣
人
に
ち
ょ
っ
と
声
を
か
け
る
事
な

の
だ
、
と
も
理
解
で
き
る
筈
で
す
。

　
障
害
を
生
み
出
す
も
の
は
、
戦
争

と
貧
困
、
さ
ら
に
経
済
的
繁
栄
も
ま

た
そ
う
で
あ
る
、
と
い
う
皮
肉
な
こ

の
社
会
で
明
日
の
障
害
者
は
私
た
ち

自
身
で
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
人
間
は
相
み
た
が
い
。
無
理
せ
ず

あ
せ
ら
ず
出
会
い
の
場
を
広
げ
、
固

め
て
ゆ
き
た
い
。

　
明
窓
会
の
一
方
的
押
し
つ
け
奉
仕

状
況
か
ら
、
盲
人
の
か
た
た
ち
が
点

訳
普
及
運
動
を
広
げ
よ
う
と
声
が
出

る
よ
う
に
な
り
、
一
歩
前
進
で
き
た

よ
う
な
気
が
す
る
こ
の
頃
で
す
。
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“
地
す
べ
り
”
に
ご
注
意
を
〃

　
　
昭
和
二
十
年
以
来
と
言
わ
れ
た
今

　
冬
の
異
常
豪
雪
の
た
め
、
春
の
融
雪

り
に
よ
る
地
下
浸
透
水
の
量
は
、
例
年

べす
と
比
較
に
な
ら
な
い
程
多
く
な
る
と

地
で
思
わ
れ
、
地
す
べ
り
の
多
発
が
心
配

沢
さ
れ
て
い
ま
す
．
市
で
は
、
県
の
委
任

之笹
を
受
け
、
地
す
べ
り
巡
視
員
を
置
き

困
監
視
を
し
て
い
ま
す
が
、
範
囲
が
広

日29

い
た
め
、
目
の
届
か
な
い
面
が
あ
り

月
4
ま
す
。
土
地
の
き
裂
や
陥
没
、
隆
起

　
な
ど
の
地
す
べ
り
の
徴
候
を
発
見
し

　
た
ら
土
木
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．

じ曲齢端拶紫
加州蟹1岬い画
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．
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（
　
’
衛
生
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
ね
が
い

　
衛
生
セ
ン
タ
控
（
し
尿
処
理
場
）
に
搬
入
さ
れ
る
各
家
庭
の
し
尿
は
、

い
ろ
い
ろ
の
雑
物
が
混
入
し
て
い
ま
す
。
特
に
分
解
さ
れ
な
い
ビ
ニ
ー
ル

襲
嘉
献
ゴ
ム
や
布
製
品
等
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
除
去

ず
み
ご
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
機
械
を
損
傷
し
、
故
障
の
原
因

、
に
も
な
り
．
多
欝
の
費
用
と
労
力
を
要
し
て
い
る
現
状
で
す
．

・
セ
ン
タ
霧
で
は
・
分
解
作
用
に
よ
っ
て
汚
水
を
清
浄
水
に
変
え
、
塩
素

滅
凹
霞
を
し
放
流
し
で
い
衷
ナ
．

　
各
家
鷹
の
硬
槍
に
は
消
化
分
解
を
そ
寝
し
、
ま
た
は
、
分
解
困
難
な
物

．
盤
（
滋
。
。
砂
ザ
箸
・
搬
震
・
布
。
皮
・
ゴ
ム
・
ビ
ニ
ー
ル
）
を
投
入
し
な
い

轟
う
ご
縮
方
を
お
願
い
し
ま
す
．

◎
住
民
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
・
成
人
病
検
診
）
日
程

期
　
　
日

検
診
時
間

会
　
　
場
　
　
名

対
象
地
区

5
月
21
日
困

午
前
9
時
　
分

～
午
前
1
0
時

仙
之
山
作
業
所

仙
之
山

前
1
　
　
分

～
午
前
11
時
30
分

東
下
組

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

平
、
漉
野

午
後
1
時

～
午
後
1
時
30
分

慶
地
冬
季
分
校

慶
　
　
地

後
2
時

～
午
後
3
時

二
子
冬
季
分
校

二
　
　
子

隔
つ

ノ

　
▼
小
海
俊
夫
（
春
日
町
一
）
　
二

万
円
…
香
典
返
し
▼
越
村
克
久
（
中

町
）
　
十
万
円
…
香
典
返
し
　
▼
大

久
保
強
（
新
座
）
　
五
万
円
…
香
典

返
し
▼
ア
マ
ノ
ヤ
衣
料
品
、
制

服
他
社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
関
口
四
郎
（
昭
和
町
一
）
　
五

千
円
　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
　
千

円
　
▼
根
津
清
治
（
本
町
六
の
二
）

十
万
円

つ
く
し
園
へ

※
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
個
人
通
知
が
い
か
な
い
か
た
で
、
会
社
等
で
受
診
さ
れ
な
い
か
た
は
、
も
よ
り
の
会
場

　
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
都
合
の
悪
い
か
た
に
は
、
お
っ
て
市
報
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
▼
根
津
清
治
（
本
町
六
の
二
）

十
万
円

交
通
遺
児
へ

　
▼
十
日
町
オ
；
ト
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー

ツ
（
代
表
関
口
義
男
）
　
四
万
七
千

八
百
八
十
円

癬璽料理・蝿
　　　　　　　　①木の芽は茄でて2～3時間位、水
　材料（3人分）　　にさらしてから1．5α臓位に切る。

　米…………2合　②米は固めに水加減して酒大2、塩
　酒………。”大2　　小1で味付して炊き上げる。

　塩……”…小1　③①の木の芽の水を切り、酒大1、
木璽著：：：：：鵬　塩小去で鮒1ナして・から炊りし・

酒”．＿’大1あっいうちに・②にまぜ合わせる
　塩…”　“小τ　　白米の臼と木の芽の緑が調和して

　　　　　　　　　食欲をそそる。
ポイント
●木の芽は色よくする為、姦でる時塩を少々入れる・又・

　から炊りするので柔かすぎない様に茄でてください。

●熱い御飯に、バターと茄でた木の芽をのせて、いただく

　のも一味変った旬の味が楽しめます。

　わらびと身欠鯨の煮物

　材料（10人分〉　綱理｝
　わらび……800g　①わらびは灰か重曹であくぬきして、

　油　揚……5枚　　　5㎝位に切る。
　身欠錬……200g　②油揚は油ぬきして1伽位に切る。
　砂　糖……大2　　③身欠錬はよく洗って2㎝位に切る。

醤　油……大5　　④全部1度に鍋に入れ火にかけ、分
　だ　し……C1　　量の調味料で味付する。

ポイント
●わらび8009に、重曹大さじ1壱杯をふってたっぶりと熱

　湯をかけて、浮かない様に軽く重石をして一晩おき、あ

　く抜きしてください。

●身欠諫は、米のとぎ汁につけてあく抜きし、熱湯をかけ

　て水で洗います。
●野菜の煮物は、5～6時間から一晩おいて煮返して食べ

　るのがおいしいです。（郷土料理研究グループいろり会

　
停
電
φ
お
知
ら
せ

　
▼
五
且
十
一
、
一
日
困
　
午
前
八
時
～

正
午
ま
で
　
本
町
一
丁
目
下
・
本
町

東
一
丁
目
・
山
本
町
五
丁
目
の
各
一

部
、
本
町
一
丁
目
上
、
千
歳
町
三
丁

目
　
▼
五
月
十
六
日
出
　
午
前
九
時

三
十
分
～
十
一
時
三
十
分
ま
で
　
高

田
町
四
丁
目
・
五
丁
目
・
住
吉
町
の

各
一
部
▼
五
月
十
九
目
図
午
後

一
時
～
五
時
ま
で
　
四
日
町
新
田
第

一
・
第
二
、
南
新
田
町
、
四
日
町
第

三
の
各
一
部
、
四
日
町
新
田
第
四

▼
五
月
二
十
日
困
　
午
前
九
時
～
正

午
ま
で
　
高
田
町
三
丁
目
東
・
丸
山

町
の
各
一
部
▼
五
月
二
十
一
日
困

午
前
八
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
中
手
、

中
平
、
名
ケ
山
　
▼
五
月
二
十
二
日

囲
　
午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で

下
町
、
中
町
、
中
条
島
、
峠
の
各
一

部
、
梅
沢
、
背
戸
　
▼
五
月
二
十
六

日
㈹
　
午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で

土
市
第
四
の
一
部
、
新
宮
第
丁
第
二

　
　
　
　
　
　
　
　
、
憲

事
ヒ
げ
2
　
品

O
コ
モ
市
の
公
式
親
善
使
節
団
を
初

め
て
お
迎
え
し
ま
し
た
。
全
国
で
は

三
百
近
く
の
都
市
が
外
国
の
都
市
と

姉
妹
都
市
の
盟
約
を
結
び
、
県
内
で

は
、
新
潟
、
見
附
、
十
日
町
の
三
市

が
提
け
い
を
し
て
い
ま
す
。
と
も
す

る
叔
姉
妹
都
市
は
、
結
ん
で
み
る
だ

け
で
、
親
善
の
実
が
あ
が
ら
な
く
な

り
が
ち
で
す
が
、
コ
モ
市
は
、
産
業

も
人
口
も
風
土
も
十
日
町
市
に
よ
く

似
た
町
で
も
あ
り
、
経
済
、
文
化
、

青
年
交
流
な
ど
、
姉
妹
都
市
の
実
の

あ
が
る
地
道
な
交
流
が
望
ま
れ
ま
す
。
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